




第30回国民体育大会テーマ

たくましくあすをひらこう

豊かな心 とたくましい体力は明るい郷上の未来をひら

く原動力である。

われわれ二重県民は、第30 国民体育大会の開催を通

じ、たくましいからだとねば り強い県民性をつちか
い手

をたずさえて、輝かしいあすに向って力強く前進しよう。
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大会歌

若 い 力 文 部 省 推 薦
日本体育協会選定

佐 伯 孝 夫 作詞
高 田 信 一  作 曲
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ご あ も` さ つ

日本バドミントン協会会長 本 田 弘 敏

第30回国民体育大会バ ドミン トン競技大会の開催にあた リ
ーー言ごあいさつ申 しあげます。

昨年の茨城国体 より 1年の間に、バ ドミン トン競技は、各層に亘って巾広 く着実に伸長いた

してお ります。国内に在っては、新たに団体戦 を加 えた全 日本総合選手権大会をは じめ とする

各種大会において、それぞれ多大の成果 を収めてまい りました。 また国際大会 としては、第 7

回ューバー杯大会、第10回 トマス杯大会地区予選、全英選手権 、デンマー タ選手権、カナダ選

手権、第 3回世 界招待大会に参加 し、ューバー杯大会で念願の 4連覇達成の偉業は逸 しました

が、全英選手権の女子単複、世 界招待大会の女子単に優勝 、カナ ダ選手権の男子複に準優勝す

る成果 を挙げることができました。

本競技の国際動向は、ソ連の国際連盟加盟、中国の加盟努力の動 き等、各国の競技力向上 と

相挨 って極めて活発化いた してきてお
l)ま す。 こ 、10年余の間に急速に発展 したわが国のパ ド

ミン トン競技は、国際的観点から、現在 、大 きな転機に立たされていると思われます。国際連

盟の有力なメンパー として、競技力向上に貢献 してきた 日本のパ ドミン トンは、現有の競技力

を凌駕する新 しい力強い若い力の輩出を求め、これによ リバ ドミン トン日本の盛名を更に世 界

に示成す ることを希 うものであ ります。

本 国か ら 4日 間、全国各地か ら参集 された精鋭の選手諸君によって本大会が挙行 されますが、

参加選手におかれては、日頃努力精進 された技備 を遣憾な く発揮 され、将来の向上に資す る大

きな成果 をもたらす競技に終始されんことを衷心 より熱望 いたす ものであ ります。

終 りに、本大会開催に当 り、準備万端お世話 くださいました二重県な らびに地元松阪市の関

係各位に対 し、心か ら厚 くお礼申しあげます。

歓 迎 の こ とば

第30回国民体育大会二重県実行委員会会長

二重県知事 田 ナll 売 三

清涼の気あた りにみなぎり、岸辺を洗 う潮騒の息吹 きに も、山なみ走る峰々に も、秋たけな

わを思わせ る二重の地に、全国各地か らスポーッの精鋭 を迎え、ここに天皇陛下
・皇后陛下の

御臨場 を仰 ぎ、栄えある第30回 国民体育大会秋季大会を開催できます ことは、わ
た くしたち県

民に とりこの うえもない光栄であ り、限 りない喜びであ ります。

ゎた くしたちは、この 「みえ国体」 を迎え、国民体育大会本来の姿にたちかえるとともに、

時代の要請に即応 した もの とすべ く、きびしい社会情勢
の中ではあ りますが「た くましくあす

をひらこう」のテーマの もと、広 くスポーツの振興 と普及 とをはか り、健全な
県民性 を培い、

み どり豊かな生 きがいある郷土二重のよリー層の発展に資するため 、160万 県民
の総力をあげて、

その実現に努力してまい りました。

全国か ら参加 された選手、役員のみなさんには、郷上の栄誉 と、スポー
ツの栄光のために、

日頃錬磨 された力 と技 を遺憾 な く発揮せ られ、優秀な成績 を収め られますょう
お析 り申しあげ

ます とと.も に、お互いの友情 を深め られ、また、二重の豊かな自然や 、人情
に接 していただき、

「みぇ国体」を一層意義深いものに していただきます よう念願 してや
みません。

おわ りに、本大会の開催にあた り、関係各位か ら賜わ りました御支援 、御協力
に対 し、深甚

の謝意をささげ、歓迎のことば といたします。
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歓 迎 の こ とば

第30回国民体育大会松阪市実行委員会会長

松 阪市長 吉 田 逸 郎

さわやかな秋空の もと、ここ松阪の地に、第30回国民体育大会バ ドミン トン競技 を開催でき
ますことは、誠に喜 びに堪えない ところであ ります。10万 市民 とともに心から歓迎申し上げます。

この晴れの大会に参加 され ました選手の皆 さんは、郷上の栄誉 とスポーツの栄光のため、 日

頃鍛えた力と技 を充分発揮 され、優秀 な成績 を収め られますよう心か ら念願 してお ります。

松阪市は、二重県における中南勢地域の中核都市 として発展 を続けてお ります。街の中央に

は松阪城趾があ り、本市が生んだ国学者本居宣長翁の旧宅やその遺品を収めた記念館があ り、

全国的に有名な特産品
｀
松阪肉
″
の本場でもあ ります。 また国体 を契機に市民のスポーツ熱の

高 まりにこたえるため、緑にめ ぐまれた中部台地に総合運動施設の建設をみるに至 りました。

どうかこの機会にみなさまには、松阪の風土 、豊かな人情に もよく親 しんでいただき、真の姿

を充分に味わっていただき、 ｀みえ国体″のよき思い出 として心の隅に ととめていただき末永
くご交誼を賜わ りますようお願い申し上げ ます。

終 りに臨み、私たちは、本大会に備 え準備の万全 を期 してまい りましたが、施設その他至 ら

ざる点 もあろうか と思 いますが、どうか私たちの真心 と熱意をお くみ とりいただきましてご了

承 くださるようお願いすると共に、関係各位から寄せ られた御支援 、御協力に対 し、深 く感謝

を申し上げ歓迎のことば といた します。

歓 迎 の こ とば

二重県バ ドミントン協会会長

,
全国各地か ら精鋭約400名 の選手諸君を、お迎え し第30回国民体育大会バ ドミン トン競技が開
催 され る運びにな りましたことは、この うえもない光栄 と存 して居 ります。

記念すべ き30回 目「た くましくあす ををひらこうみえ国体」で選手諸君のパ ドミン トン競技
最高の妙技に接することが出来ますのは二重県バ ドミン トン界は言 うに及ぱずスポーッを愛好

する者にとつて誠に意義深いものがあ ります。

この栄えある大会に参加 された選手の皆 さん、堀坂の山を仰 ぎ緑多きこの松阪で日頃鍛 えら
れた技 と力を充分発揮 されんことをお祈 り申し上げます。

終 りに松阪市をは じめ本大会開催にあた り格別のご協力、ご支援 をたまわ りました関係各位
に深 く感謝 をし、歓迎のことば と致 します。

安 西 武 二
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天 皇 杯

第 1条 天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都道府
県に授与する。

第2条 都道府県男女総合成績および女子総合成績の決定は、冬・夏・秋の各手大会を通し、
下記の各項の得点を合計し、その合計点の多いものより順次とる。

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とする。

なお、第 1位が 2都道府県以上にまたがる場合は、天皇杯および皇后杯は当核都道府

県で共有する。

1. 各競技の総合成績に基づく競技得点
2.各競技の参加得点
3. 各競技の種別優勝得点

以上の各号については、総合成績決定方

天候その他によリー部競技が中止になった

務委員会が協議して決める。

天皇杯、皇后杯は、冬季大会の開会式に返
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第 3条

法 (基準要項第10項第 6号 )の細則による。

競技の成績決定は、当該競技団体と大会総

量し、秋季大会の閉会式に授与する。

人の各項により保管ならびにその義務を有天皇杯、皇后杯を授与された都道府県は、ら

第 4条

第 5条

1.天皇杯、皇后杯は、信託会社または確実な金庫に保管される。
2.破損・粉失に対しては、その都道府県の責任とする。
3.日 本体育協会が、優勝都道府県名を刻入のため、またはその他の必要によ
還を求めた場合は、これに応しなければならない。

本規程は昭和50年 1月 1日 から施行する

本規程は昭和41年 4月 1日 制定

昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

リー 時返

「 員」
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国民体育大会会長 トロフィー授与規程

バ ドミントン競技総合順位決定方法

種別優勝得点

各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点1.5点 を与える。なお、第 1位が 2都道府県以上の

場合は1.5点 を当該都道府県で割った得点とする。

参 加 得 点

大会 (プロック大会も含む)に参加した都道府県に参加得点 1点を与える。

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

総 合 順 位 決 定 方 法

各種別 (部 )の 1位に12点 、 2位 9点 、 3位 8点 、 4位 7点、

5位～ 8位 4.5点 を与ぇその得点合計 (成年男子については、

般、教員の部の得点合計によって 1位に12点 、2位 9点、3位

8点以下 8位 3点 とする)で総合順位を決める。ただし、同点

の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とする。

天皇杯種別 1皇后杯種別 |

成 午 女 子

少 年 女 子
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第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 ト
ロフィー」 という)は 、各競技ごとに都道府県対抗

男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

第 2条 総合成績は競技得点、種別優勝得点、ならびに参

加得点の合計点とする。

2.第 1位が 2都道府県以上にまたがる場合は、当

該都道府県で共有する。

第 3条 大会会長 トロフィーは、各競技の競技開始式に返

還 し、表彰式に授与する。

第 4条  大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次
の各項によ |)保管ならびにその義務を有する。

1.責任をもって保管する。
2.破 損・粉失に対 しては責任を負うものとする。
3.優 勝の刻名を次回大会までに行なうものとする。

ただし、第 2条第 2項にかかる場合は、当該都

道府県で協議 して決めるものとする。

4.日 本体育協会が必要によ |)‐時返還を求めた場
/、は、これに応 しなければならない。

伺
・
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1.本規程は昭和50年 1月 1日 から施行する。

2.本 規程は昭和41年 4月 1日 制定
H召千口48年 7月 10日  ■β改訂
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第30回国民体育大会バ ドミン トン競技

競 技 会 役 員
(順不同・敬称略 )

吉 田 逸 郎ム
ム

本 田 弘 敏

松 浦 利 一・富 内

栗 本 義 彦・松 葉

奥 田 幸 男・井 口

ノ木 正 男・伊 藤
岡 野 直 昭・奥 田

川 口 政 雄・倉 口
杉 本 金之助・杉 山

寺 西 :i 良 L鳥羽谷
永 作   浩・西 出
堀 口   弘・前 田
松 田 文 吉・九 島

藤 村 卓 二・村 山
大 田   多・川 ロ

木鈴自
´
士山ノ‐●

野 中   敏・三 井
山 路 臣 ―・森 井
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‐

，

☆
メ次芳田岡

金 本 勝 男・北 川
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‐

●次祐泉

中 西 芳 蔵・西 塚

平 井 義 之・深 田

松 田 重 平・真 弓

吉 住 友 一 吉 村

伊 沢 _i 郎・宮 沢
隅 本   彰・笠 原
長谷サ|1   衛・野 呂
地 崎 宇二郎・清 藤

小 日 政 雄・市 嶋

矢 部 喜 一 後 藤

織 田 喜 一 宮 下
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西

千

松

永

滝

中

金

寺

中

林

衛

二

一
雄

雄

史

生

生

己

基

己

夫

茂

淳

一
治

郎

清

生

貢

一
三

松

皐

た

徳

武

俊

文

一
雅

安

郁

喜

　

勝

文

　

　

清

庸

文

　

和

　

邦

八

市

俊

芳

正

達

源

下

田

山

松

奥

白

堀 田 輝 雄・広 田

柴 田 勝 治・岸 田

門

郎

弥

三

吉

衛左

十

吉
　
一　
庸

忠

永

西

渡

田

田

垣

椋

林

代

根

田

納

田

田

口

岡

間

藤

中

　

村

藤

本

島

林

口

井

鬼

村

本

島

川

田

谷

田

岡

森

安

石

山

池

稲

小

小

田

刀

福

前

森

飯

川

高

見

伊

田

表

北

近

橋

前

村

角

今

丸

伊

山

小

市

和

神

藤

正

原

敏

男

脩

郎

郎

稔

一
蔵

一
蔵

三

男

一

一

蔵

実

司

正

信

弘

生

吉

美

六

茉

一
之

肇

巽

郎

吉

夫

郎

淳

吉

一
雄

一　一　　一　　　　　　一　́
　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　　　　‐

　́　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　́
　　．　　．

兼

文

　

徳

孝

　

純

芳

梅

清

清

一
新

了

浅

　

貞

　

邦

基

長

英

和

清

　

清

宏

　

　

六

朝

貞

智

　

与

英

辰

△
‘

賢 三・

先・

紋 七・

勇・

祐二郎・

吉三郎・

立 市・

切

野

押

日

治

貢

代喜野

柴

浅

小

末

野

永

天

雄

一

鎮

喬

井

尾

今

中

7



男

実

輝

二
　
　
盛

井

木

福

藤

荒

稲

子

光

男

庄

景

芳

交

原

丸

入

梶

米

薫

可

実

長

成

屋

田

俊

脇

福

男

司

光

猛
　
　
義

村

島

田

辻

四

藤

与参

雄幸原石一鉱藤伊

晴

一

清

信

田

元

奥

秋

宏

晃

治

淳
　
　
正

宮

豆

倉

小

伊

高

武

彦

明

正

広

田

山

中

中

記

雄

基

幸

藤

原

伊

菅

福次郎並 木 万安

正

忠

藤

山

藤

内

穐

後

男
　
一　
雄

稔

清

義

井

場

根

遠

相

関

夫

博

保

正

田

田

増

内

浩

志清千
「

秦

毛

中 島 寿 稽・布 引 修

隆神武岡,美重

野

橋

村

高

充

道

弘

昌

本

田

松

池

二昭木青悟沢出′
‐

．成

博

辺

田

渡

植

久

美

忠

淳

上

部

井

安 彦

衛

雄

邦

和

幸

本

村

山

山

中

村

行

朗

担

良

隆

伸

尾

田

泉

松

王

小

雄

肇

善南彰方

一
　

一　
雄

曜
　
恒
　
義

川

藤
　
根

口

谷

出

長

慈

弘乗
，

田

古

山

世

古 "1 幸 一・吉 川1 正

長

長

員

委

員委

副

委

里 見 光 徳・ 吹 田 修 一栄飼／
‐

．士正原上

大

一
雄

雄

弘

二

浩

夫

雄

宣

寿

麻

夫

孝

矩

誠・和 田
●

―浜

市 原 康 夫・池 田 芳

吉 弘・カロ 藤 _1大世古

安 田 忠浜 崎 三之助
斉
　
刀

夫

彦

孝

清

井
　
田

増
　
村

夫

吉

貞

芳

谷
　
ロ

水

浜

子

悟

敦谷
　
西

渋
　
今

- 8 -
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競 技 役 員

巽・加 藤 ,青太郎

理津子・西 脇 善 清
佳代子

二
　
　
彦

軍
　
　
邦

田
　
　
島

千
　
　
前

雄

晃

一　
夫

安

　

信

鉄

藤

一立

元

田

内

伊

秋

本

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

総 務 委 員

補  助  員

総合成績計算委員

審   判   長
副 審 判 長

審   判   員

審

補  助  員

悟・越 山 郁 子・竹 野 節 子林′
‐

．

町 田 守 正・田 中 章 喜・油 井 秀 男・渡 辺 成 雄

勇・吉 川1 正 孝・鈴 木 正 平・安良城 貞 介

羽 柴 隆 博・笠 井 公 人・高 橋 ネ羊 友 。高田原 富 夫

龍 日 英 男・坪 井 一 雄・杉 山 達 也・山 本 まつみ

真知子・小 倉 弘 子
昭 博…諸 国 秀 二・田 中 秀 俊

古 沢 正 博 。大 西 峰 子・大 西 洋 子・島 田 秀 子

豊・蛭 薙 政 美・五 島 清 志・三 田 重 信下木

松 田 修 二・松 岡 正 道・奥 山 清 史・中 川 春 司

淳・久 保 博 寿

田 畑 弥 生・岡 田 育 子・松 田 真 澄・松 原 香 純

中 井 照 子

次郎

旭

稔

万木

浦

並

三

二

美

昭

直

本

田

青

和

彦

男

洋

稔

本

井

山

遠

夫

徳

重

光

橋

見

高

里

市

也

庄

一

水

賀

清

芳

肇

治

栄
　
　
悟

子

充

和

えヽさ
　
　
清

新 良 司 朗・角 谷 憲 男・金 子 善 男・楠

田

渕ケ

前

亀

14

雄

清

幸

田

盃

松

修

志

由

博

際

村

山

花

弘

弥

伸

知

本

木

岩

荒

ヽ
マ
　
Ｒ
”
　

Ｌ
ヽ

薔
，
　
自
´

「
フ

一

正

慎

正

岡

間

村

藤

見

種

文

美

正

弘

川

保

西

久

範

子

久

澄

岡

井

片

青

二

子

彰

い

川

畠

賀

北

峻

子規

草

村

植

谷

稔・七 沢 宏 光・中 田

忠・古 川1幸

進・伊 藤

矢

渡 辺 充 子・多 代 裕紀子・野 呂 厚 子・笠 井

勇・山 田

呂
　
　
村

野
　
　
伊

宏

一　

一

淳

鉱

慎

官

藤

野

小

伊

天

合
一　
ロ

大

出

保

進

安良城 雄 介・北 村

田

藤

池

後

九
え林光士

ロ
井土

嗣

和

彬

清

上

佐

片

岩

天 野 博 江・藤 江

口

後 藤 幸 孝・中 村

田 中 ひとみ・奥 山 康 良・東

橋 本 やよい・倭

北 村 則 夫・二 見

戸 上 臣 吾・角 谷

角 谷 早 苗・奥 野

川 口   晃

沢′‐．
夫和内森正

久・服 部 広 美・笠 間

磯 部 婦久代・橋 爪 節 子・西 田
博・堀 端 克 久

中 川1 直 紀・浜 口 昭 弘・川 口

任

員

・王

審

線

線

任

員

貝

任

員

員

主

委

助

主

委

助

行

行

補

録

録

補

進

進

　

記

記

-9-



まさ子・小 川1好 美
勝 二

真佐子

松 本 幸 久

藤 原 ひろみ

進・田 中 久 雄

井

田 畑 喜代志

内

達

村

竹

安

北

”

●

任

員

員

主

委
助

一ホ
　
一不

掲

掲

補 水 谷 俊 洋

林′
‐

．
彦明崎磯

美

博

栄

一

西

戸

中

岩

通

勲

代甚

泉

田

ヽ

下

休

４

一　
１

任

員

員

主

委

助

一小
　
一不
　
歿爾

占
　̈
占
¨

田 所 伸 久・家 城 昭 夫・森 井 弘 喜・村 田 利 彦

彰

ム
ロ

山 口 敬 司・藤 本 元 彦・池 田 鹿 松・尾 崎 紀 孝

美・大 崎 陽 子

まゆみ

近 田 佳 子・和 田 みどり・峯 田 る |)子・赤 塚 和 子

弥・中 村 仁 紀

昇・野 崎

畑

橋

田

掛

文
　
一

正

幸

又

本

勝

坂

晃

徹

博

子

一　
菫
（

倉

山

小

中

彰

えみさヽ

悟・西 村

子秀子・辻田

辻

大

美

子

富

和

野

野

奥

奥

弓

代

真

久

林

辻

_上子

田

浅

鎌

湯

子

きつ

順

さ

山

宮

杉

黒

子

子

博

裕

口

浜

川

イ

鈴 木 智 子・松 岡 公 代・

『

中 洋 子・中 村 純 子

黒 川 順 二

ずみ井荒美一林
′
‐

．

子

子佐

康

真

瀬

川

河

平

男

子

道

和

山

田

若

池

子

隆

知真

清

崎

野

村

水

夫

透

さ不木

村

高

西

洋

孝

原

林

吉

小

中 西 康 成・天 自

示

里

寿

森 本 法 子・中 谷 智 美

河 井 輝 夫

雄

子

尚

仁

田

村

池

宮

山 本 敦 子・中 瀬 宏 美

高 橋 克 彦

試
　
　
子祐

原
　
　
井

宮
　
　
永

彦

彰

勲

敏

原清志孝′
‐

●

林 詠理子

くみ子

任

員

員

任

貝

貝

任

員

員

任

員

員

任

員

員

雌

レ 委

助

主

委

助
‐
主

委

助

主

委

助

主

委

助

′

′
　
　
信

信

ヤ

ヤ

　

受

受

補

道

道

や

送

送

Ｔ

集

集

補

シ

シ

　

送

送

　

報

報

　

放

放

　

召

召

浜 崎 三之助

西

久保田

大 日方

安 藤
任

員

主

委

典

典

式

式
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松阪市実行委員会実施本部役員係員名簿
(順不同 )

施 本 部 長

施 副 本 部 長

宿 泊 観 光 部 長

宿 泊 観 光 副 部 長

宿 泊 観 光 部

弁 当 寝 具 係 員

交 通 衛 生 部 長

交 通 衛 生 副 部 長

交 通 衛 生 部

輸 送 係 員

市 民 運 動 部 長

市 民 運 動 副 長

武 内 義 弘

.出
務】
笛
そ
春 夫・

・山 本   勲・
・ 中 島 幸 一・

人事 班

堤 雄

保

よ

雄

晴

生

司

清

治

到

秋

多

文

国

光

文

俊

間
ｉ
泉
長
本

畑

藤

讀
舗
松
田
佐

Ｏ

０

０

・

敏

人

修

進

義

郎

雄

和

夫

之

　

太

清
　
　
茂

房

初
長
重

正

満

史

薫

寿

実

一
郎

正

畑

判

治

隆

　

　

　

臣

五

　

新

幸

庸

長
　
長

川

岡

津

木

農̈

坂
磐
琳
彎
則
　

岡

早

松

大

鈴

山
替
小
職
松
満
山

辻

高

０

　

０

　

０

輝

清

元

貞

　

修

田
田
　
井
藤
収
雰

堀
奥
栢
三
伊
翻
表０

付

長

長

部

長

部

部副

務

部

務

務

野
田
凛
Ｊ
♂
山

設
　
班
　
旺

中

牧

太

を̈
最
前
松
則
楽^

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

長

長

部

部

部副

設

設

設

施

施

施

実

実

本

総

総

総 生

明

子

長

洋

典

川
　
　
谷

北

錦

渋

実

男

広

岳

高

郎

春

夫

吉

幸

紀

長
田
長
島
．
口

男

輝

彦

男

安

一

彎

野

班

山
杉
影山
谷
水

典

中

高
式
中

中

清

Ｏ

員

長

部

係搬

部

支

運

技

‐

材資

競

技

和明部神ユハ
　
士
心

勇

浩

合

内

川

垣

透

治を不

正蝶地
田

鏃
一轟

　
部

本

田

勲
儡
一達

薗
舟

村

雄

雄
　
　
男

和

毅
　
　
秋

長

Ｆ
薇
班
　
　
　
　
ト

班
夕

副

　

　

　

フ

ォ

ぜ

　

橋

ぎ

池

０

　

・

一　
春

清

蔵

操

松代

浅
　
　
美

田
　
口
帳谷
躾野

梅

川
裔
仲
歯
浜

Ｏ

　

Ｏ

　

　

　

Ｏ

不日

き
ヽ

田

島
一

徳
整:1・王

良卜0′]ヽ

男・井

男

副班長
。中 西
0′jヽ  路

・長谷川

良β

夫。
班

　

班

用具
0中

記録班,そ
・鈴 木

競技総招班長_
現 0川  北 房並:_

鈴  木黒  石

聡一呼・貌羅星
豊 雄。沼 田 千
信 一

長

淳

己

郎

美

志

正

秀

正

仁

長

日
し
，
１
班
ヨ
一η

Ｅ
班
ホ
副
‥

山

"|

生

　
生

飯

醤

衛
中

片

安

・

０

０

・

一　
一
一
浩
　
一　
三

i青

圭 :

長

~r
口鏃晶
田

護
　
議

川
肇̈

縦

油

郎

貞

隆

成

準

長
谷

井
長
根

岡
　
　
西

班
　
　
　
班

副
竹

酒
副
刀

山
　
　
小

０

　

・
　

０

　

・

次

夫

彦

茂

郎

清

七

守
蒔一層ｖｘ利

隆
　
　
侃
　
　
嘉

副
　
班

井
帳
口
留

酔
一好

村
腋
谷

木

崎

戸

亀

駐

れ

一二

』

中

春

出

牧

０
　

　

　

　

　

０

Ｏ

　

Ｏ

昌

謙

村

木

橋

村

特  別  接  伴

生・ 蕎
化
li力
副
箕■ 郎 O認

ヒ
]市
長
 勇

一 ・ 鍔

雌

栞 一 郎
・
梅 悦 男

11,

電:。花化号1カ班1舅

支       援
記 録 取 材 係 員

消 防 警 備 本 部 長

消防警備 副本部長

翠Ъ 正己
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寺 西 三 良・丸 林 米 郎

郎・見 間 貞 一・松 田

男淳林「
列
．

弘隆山雄文井福生純本橋

中 村 一 能・山 究 清 司・古 市 悦 生・牧 野 昭 一

満・村 田 昌 和

理・亀 井 重 功・山 路 久 雄・城 山 博 伸

'11

中 道 剛 士・内 田 光 郎・新 田 良 一・深 田

潔・森 島 一 已山 本 成 行・前 川 篤 司・鈴 木

樹秀口堀敏保田竹員弘原笠ノ
‐

′二譲井今

進・松 本 英 行

山 口 貞 二・宮 村 浩 司 。大 田 正 己・森 田 幹 生

井 口 国 夫・藤 田 徳 行・中 川1 信 夫・米 田 佐喜男
武堀 口 博 之・水 野 正 司・前 田 耕 平・茨 木

夫

郎

長

昭

功

正

幸．
団

崎

雉

口

数
（社
釉，世
滝

郎
　
一　
男

次

一正

幸

秀

八

佐
山濃
木
村

土
若
謝
丸
大

本   部   付

尋

行

文

千

克

正

戸

林

上

織

宮

井

己

雄

美

一　
米

武

田

野

崎

森 田 光 雄・鎌 .倉

北 川l雅 久・富 田

正

進

彰

梅

大

宮

消 防 警 備 本 部

総 務 予 防

防

警       備 消
旗 ・ 拒 火 リ レー

良

博

勝次

山

田

杉

西

博

人千

和

三

村

辻

西

西

格司
員

に

団

〓′

分

中

凛

田

石政

子

員

和

乾

宮 崎

野

井

奥

松

隆

春正

橋 爪 泰 平・桐 山 伸 一・北 村

上

葉

池

稲

斉

宣前 島 一 男・西 口

堀 口 健 一 石 神 文 雄・辻

清・三 井 忠 生・井 口

深 田 俵 造・中 川

牧

野久

一　
　
一

庄

善

田

野

石

中

雄・弥太郎・森 井 正

喬 生・長谷川 卓_L

(注 )。 印は競技会場係員を兼務する。
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忠

子

一　
陽

田

田

堀

井

名

雄

子

子

行眼

幹
妙
啓
肇

本
森
田
ゴ

宮

金

池

第

正 一
美恵子

順 子

12名

木

川

井

　

　

　

田

川

戸

井

村

　

藤

本

谷

下

口

　

辺

村

根

ロ

ロ

田

′
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口

ス
．‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
刀

鈴

早

福

２０

　

錦

池

早

牧

向

河

林

斉

森

小

森

山

辻

渡

中

刀

樋

坂

浦

任

員

・エ

ス
ヽ
″，

係

百
ロ

ｈ
口
　
．７

宿

宿

一

治

猛

克

信

子

み

所

男

郎

之

彦

道

則

生

文

夫

尋

和

生

夫

勝

孝

彦

和

秋

治

生

男

子

と

議

　

一

正

修

　

善

誠

逸

ひ

会

繁

錦

博

敏

正

幸

明

秀

行

千

清

芳

秀

　

利

嘉

寛

千

節

敏

吉

郁

年

地

　

村

野

中

川

岡

青

藤

口

田

日

本

東

田

田

畑

橋

西

出

口

井

山

岡

西

井

西

野

　

木

阪

植

表

下

栗

田

中

片

松

伊

川

脇

三

宮

井

平

吉

川

辻

中

山

坂

新

葉

西

中

石

小

中

森

春

(松阪駅前案内所 )

案  内  所  長
総 務 係 主 任

総 務 係 員

受 付 案 内 主 任

受 付 案 内 係 員

接 イキ 係 主
接  待  係
(松阪駅前・輸送

セ ン タ ー
副 セ ン タ ー

添 乗 係 主

添  乗  係

均

司克

本

＝

”
一　
・１

１

‘

ヽ

　

′
一

．′
　
ュＺ

敬

信

田

川

松

早

昭

美

治

直

　

嘉

永

久

高

司博田一削泰倉′
‐

．博

之 吉 岡  理 田 中 信 也
幸 道 瀬 茂 昭 横 山 厚 司

志 中 島 秀 雄 正 木  守
弘 橋 本 昭 彦 森 本  満

文豊牧′―一
男定奥満

広 山 本 勝 幸 西 村 敏 彦

保 浜 田  昇 稲 垣 喜 生
巳 山 口 龍 介 近 藤 紀 男

生 川 合 重 雄 中 谷 勝 行

郎 池 野 健 一 村 田 長 稔

夫 池 田 友 八 坂 口 泰 郎

淳 田 中 慎 司 奥 村 浩 之

希 大 西  進 中 山  伸
守 神 内 昌 享 村 林  茂

川 口 昌 弘 向 井 政 幸 村 山 祈 美

久 谷 口

山 口 天 司 越 山 和 郎 西 川 俊 一

鈴 木 康 弘 加 藤 利 男 笠 井 裕

実 阿 部  稔 坂 口  治
裕 浦 林 敏 生

隆

雅

寿

五

　

宏

　

正

慶

婦 人 会

任

貝

セ

長

長

任

員 田松昭良大

郎

正

了

雄

五

　

　

　

昭

坂

井

村

西

小

松

本

大

ンター)

中 村 明 雅 松 村

二

己

仁

春

修

秀
　
　
幸

西
　
　
本

村

保

正

次

弘

清

昌

川

本

九

橋

修

昇

端

田

川

増

司

男

健

忠

藤

木

近

宮

生

策

照

賢

中

島

田

長

中

西

水

川

-13 -
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三盛井荒夫秀口山一　
生

昭

秋

出

野

市

夫

秋

久

ロ田

連

」L

大

(バ ドミントン競技 松阪高校体育館 )
会

副

総

総

受

受

接

接

正

二進

野

島正

中

杵

田

臼

数

治

隆

義

〈
ム

市
¨

医

穂

一

一
生

彦

出

名

次

修

久

生

一

司

浩

代

雄

作

一

６

　

　

　

知

　

　

　

　

　

　

出

芳

吏

正

英

安

　

清

　

未

成

勝

　

幸

宣

広

日

本
ム

杉

西

中

田

口

戸

尾

島

人

道

戸

野

崎

谷

路

日

本

田

釧

口

川

内

林

田

前

村

高

中

田

内

堀

牧

中

三

婦

珍

牧

牧

長

竹

山

油

松

沼

長

川

中

堀

若

飯

大

川

長

長

任

員

場

主

係

場
　
　
係

初太郎

実2ゝ

務

務

付 案 内 係 主 任

付 案 内 係 員

待 係 主 任

待  係  員

会 場 美 化 係 主 任

会 場 美 化 係 員

記 録 速 報 係 主 任

記 録 速 報 係 員

式 典 表 彰 係 主 任

式 典 表 彰 係 員

救 謹 係 主 任

救 護 係 員

駐 車 場 係 主 任

駐 車 場 係 員

施 設 管 理 係 主任

施 設 管 理 係 員

宿 泊 弁 当係 主任

宿 泊 弁 当 係 員

警 備 係 員

プ ラ カー ド係 員

(バ ドミントン競技

松阪工業高校体育館

松 阪 市営 体 育 館

中部中学校体育館

殿町中学校体育館

林   稔・世 古   章・大 島 佳代子

西 尾 対 記・島 田 孝 子・山 下 栄 子

森 井 徳 松・橋 本 郁 子・氏 木 久 子

境

湯

松

博 堅・加 藤 義 明

浅 悦 子

浦 富美子

2名

岡 島  勇・池 田 久 司・山 敷 敬 純

政 直

進・西ノ坊

田 中

宰 。長

一・向尚

夫

一二

司

利

邦

健

忠

消防署員 2名
松阪高等学校 50名

場

島

〈
〓
習

小

練

進

生幹

藤

山

安

向

郎

英

治

博

谷

田

坂

飯

繁 。前 田 稔 幸

孝九 山 友 彦・池 田

婦人会 2名

婦人会 2名

婦人会 2名

婦人会 2名

- 14 -



式 典 次 第
〈二重県立松阪高等学校体育館〉

開 始 式 (10月 27日 )

表 彰 式 (10月 30日 )

順序 次    第 IIキ 刻

役員選手集合開始 8:00
開式予告 8:25
開式通告 8:30

要   領 備    考

放送

放送 「 フ ァ ンフ ァー レ」 吹 奏

つ
ι 選手団入場 8:31 競技会会長登壇

8:50 競技会委11長
8:51 全員注 ll

トロフ ィー返還 8:53 競技会会長
競技会会長あいさつ 8:55 競技会会長
歓迎の ことば 9:00 松阪市長
表  彰 9:05 競技会会長

「行進曲」演奏

3

「君が代」斉1月
｀

5 「得賞歌」,寅奏

6

7
０
● 「得賞歌」演奏

9 | 1場式通告 9:10
10 選 FI』退場 9:11

(競 オえ 開 始 ) 9:30

放送 「ファンファーレ」吹奏

「行進曲」等演奏

順序 次    第

役員選手 Fl整列

開式予告

時  刻 要  領

放送

備   考
13:30

13:55

「 フ ァ ンフ ァー レ」 吹 奏

「行進曲」演奏

開式通告 放送

2

3

選手団入場

成績発表

表  彰

14 :01 競技会会長登壇

競技会委員長14 :10

「得賞歌」演奏4 14:15 競技会会長

5 競技会会長あいさつ 14 :20 競技会会長

6 歓送のことば 14 :26 松阪市長

7 国旗・大会旗等降納 14 :32 全員注目 「君が代」演奏

8 競技会終了宣言

閉式通告

14 :34 競技会委員長

放送9 14 :35 「 フ ァ ンフ ァー レ」 吹 奏

10 選手団退場 14 :36 「行進曲」等演奏

バ ドミントン諸会議日程表

電   話

10月 26日

月  日

0598 (21)329110月 26日

18:00

19:30

14 :00

時  間 会  場
イ ツ松 阪

和  田  金
10月 26日

会 議 名

全国理事長会議

審 判 会 議

監 督 会 議

-15-

競技会開始宣言

国旗・大会鷹等掲楊

―+
」

14 :00

計

―一■

+

+―――

L望竪_望生亜上
―+――――‐―‐―‐―‐――‐――――――‐―

|

「

~



バドミントン競技日程

競技順序および時間 (タイムテーブル)

は決勝戦

M:成年男子 (一般)T:成 年男子(教員)、 L:成年女子、B:少 年男子、G:少 年女子

1、 オーダー用紙は試合開始30分前にオーダー交換所に提出してください。

2、 選手は試合開始20分前に所定の選手集合場所に集合し、当試合の主書の指示に従ってくだ

さい。

3、 ベンチヘ入場行進の後、当試合の組合わせによる若番のテームから最初に3分間ずつの練
習時間が与えられます。

競 技 前 の 注 意

コー ト

I] 時間
1コ ー ト 2コ ー ト 3コ ー ト 4コ ー ト 5コ ー ト 6コ ー ト

8:30 開 始 式

第

日
10
月
27
日

月

9:30 M l M 2 M 3 M 4 M 5 M 6

11 :00 M 7 M 8 M 9 M 10 M 11 M 12

12:30 M 13 M 14 M 15 L 1 L 2 T 1

14 :00 T 2 G 1 G 2 B 1 B 2 M 16

15:30 M 17 M 18 M 19 M  20 M 21 M  22

17:00 M  23

第

日
10
月
28
日

火

9:00 M 24 M  25 M 26 M  27 M 28 M  29

10:30 M  30 M  31 L 3 L 4
|
L 5 L 6

12:00 L 7 L 8 L 9 L 10 G 3 1G 4

13:30 G 5 G 6 T 3 T 4 IT 5 T 6

15 :00 B 3 B 4 B  5 B 6 M  32 M  33

16:30 M  34 4ヽ  36 M  37 M 38 4ヽ  39

第

日
10
月
29
日

本

9:00 L  ll L 12 L  13 L 14 G 7 G 8
~~~~~■

11 :00 T 7 T 8 M  40 M 41 M 42 M  43

13 :00 L  15 L 16 B 7 B 8

15:00 M  44 M  45
第
四
[1
10
「 i
30
11

ホ

9:30 T 9 M  46 B  9 L  17 G 9

T 10 4ヽ  47 B  10 L  18 G 10

表 彰 式

11 :30

14 :00

- 16 -
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バ ドミントン競技組合せ表

成 年 男 子 (一般)M

29日 30日 29日

東 京

長 野

熊 本

山 口

京 都

大 分

群 馬

二 重

愛 媛

兵 庫

宮 城

北海道

奈 良

島 根

青 森

埼 玉

鹿児島

岐 阜

宮 崎

秋 田

千 葉

高 知

富 山

6コ ート

①14:∞

27日 281ヨ

さ

み

2

1コ ート 2

´

1=_

2コ ート

C川 :∞

4コ ート

⑩ll:(X

27日

1コ ート

⑬12:3()

０
０

2
2

10

11

12

13

14

15

16

17

1コ ート

①9:3( _3.

911_ 1・

24愛 知

る 栃 木

26福 岡

27福 井

" 
大 阪

29福 島

∞ 佐 賀

31徳 島

32 滋 賀

綿 岩 手

34取 島

35 山 梨

36 石 り||

●5コ ート

p15:(Xン

2コ ート

9:30

2
0

3コ ート

①16:31

>

ク

´

3コ ート

①ll:∞

0

2コ ート

09:(K0

5コ ート

On:∞

/

2コ ート

①15:3(

ｒ
）

3コ ート

09:∞2
6コート

015:∞
03コ ート

③ 9:30

4コ ート

①15:∞

2ヨ ート

oll:30

決 勝 戦

●

4コ ート

①16:3レ

1ヨ ート

015ッ

4コ ー ト

②9:∞

´

0

2
ト

2

0

ン

,

3ヨ ート

2コ ート

コート

①ll:∞
> @r5:30 2

2コ ート
,

Z
●

ユ

4コ ート

④ 9:30
2 5コ ート

5コ ート

⑤ 9:3)

0
沙

ニ

′
・ 1■ ― ト

016:∞
2.

2
5'― ト

①16:30

6コ ート

⑫ll:∞

37 香 '‖

38沖 縄

" 
広 島

40 山 形

5コ ート

①15i30

6コ ート

②15:3u

6コ ート

⑬ll:∞

0

41茨 城

42 岡 山

“
新 潟

44 長 崎

45和歌山

46静 岡

ο
２

L
4コ ート

①ll:∞

0

6コ ート

09:∞

18

19

"

21

22

6コ ート

⑥ 9:3(

,

1コ ー

2 l'― ト

⑩lo:30

ユ

，

/2コート
⑮16:∞

コー ト

O12:30ユ
6コ ート

o16i30

D 6ttz:m
2コ ート

2コ ート

①9:3)

三位決定戦

o)10 :30 2
2

7

A-v-&

Z=
3コ ート

⑮12:∞

47神 奈川

―
，

/

′

２

′

一
２

}

,



成 年 男 子 (教員)T

29日 301_127日

27 El

4コ ー

①12:30

28日

3r- l-

@::34

29日

29[]

28日

5コ ート

(:)13:30

27日

1コ ート

Ci4:∞

27日

/
和歌山

香 ′‖

群 馬

北海道

二 重

6コ ート

①12:30

'7宮 城

81■ 知

。 同 山

1。 石 川

熊   本

10北海道

こ

28日

⑤10:3(

4コ ート

C13:30

1コ ート

011:∞

決 層 鷲

6コ ート

(【,13:30

ラ11

0

2

2コ ート

1:(Ю

≧

,

●

2

と
2

0

1コ ート

◎9:30

三位決定曖

子女

′́七

年成 (L)

29日 30日 2811

東 京 l

熊 本 2

高 知 3

3コ ート

③ 10:30

4コ ート

④10:30

I r- l.

@rz'. u)2

1岡  山3コ ート

⑬9:∞d t,- t
09:m

o3コ ート 4コ ート

①13:(X
|

12栃 木

13和歌山

4長  崎

15秋 田

:6福 井

17愛 知

13香 川

,

0

≧

0

●

2

0

2コ ート

③12:∞●

2

′

0

2

ン

２

重

回

山

庫

城

阜

三

山

富

兵

宮

岐

①13 5コ ート

①n:30
決 諄 曖

4コ ー ト

09:∞2 1- i

⑫9:∞
5コ ート

②12:3o/
6コ ート

⑥10:30

4コ ート

⑩12:∞

2′ 5コ ート

①9:30
三位決定曖

メそ
多
■
~
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ム

乙

′

/

う



少 年 男 子 (B)

29日 30日27日

4コ ート

①14:∞

・28日

1コ ート
③15:∞

6コ ート
③13:00

28日

3コ ート
⑤15100

28 Ll

27日

5コ ート
②14:∞

271ヨ

3コ ート

②14:∞

6宮  城

7愛 知

8北海道

奈 良 1

岡 山 2

長 崎 3

香 川 1

山 形

東 京 3

2

′′

2

0

5'― ト
⑦13:(X υ ′

卜

∝t6,15
2

/

重

　

　

木

〓
一　
　
栃

7

′

2コ ート
④15:∞

28日

5コ ート

③12:∞

291]

6コ ート

_091∞
こ
~

,´
κ´

1コ ート

O13:∞

9香 川

10石 川

6石 川

0大 阪

3コ ート
⑩n:3()

決 静 戦

゛

3コ ート
◎9:3(

三位決定戦

少 女 子 (G)

29日 30日

2_

′

孝
多

年

2 ♪

′

0

2コ ート

①14:(X

山

　

　

岡

岡

　

　

静′
′
　
２

2

重

　

　

崎

三

　

　

長

/

5■ ―ト

①9:ち

2

∂

フ

6コ ート

⑩ll:3(

決 腱戦

2コ ート

⑥13:30

6コ ート

◎9130

三社決定戦

北海道

6コ ート

012:(X

|

∂

lt

19 -

:|

イ
イ
´ ~

29[1

27日



MEMO
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ン 競 技 練/
ヽ
ヽ
ヽ

ド
〓 トバ

会   場 第 1練習会場 (松阪工高 )日

時 コー ト
，

“

う
０

■
４

民
Ｊ

´
０

■
■

，

一

０
０

■
４

第 2練習会場 (殿町中 |

5

M
二 重

T
二 重 岡山

G
香川
T

富山

M L
富 山

13 :00-15 : 00 G
二 重 岡山

M
岡山

T
香川
B
香川

M

L
岡 山 香

'IIL
香川
G
香川
M M
富 山
L
富 山

24

日 15 :00-17 : 00 M B
二 重
L

■

一 岡 山
M B
岡 山

10 1 00-12 : 00 M
二 重

L
二 重
B
二 重
G
二 重 沖縄
M
香川
T
香 川
B
香川
M
香川
G

宮城
M

T
二 重

宮城
B
宮城
L
宮城
T L
富 山
M
富 山
L
福 井 宮崎
M
鹿児
M
愛媛
M
佐賀
M

愛知
B14 : 00-15 : 30 M

長 野 岐阜
M
高知
M G
岡 山 東 京 丘（

L
庫 静岡
M
静岡
G
石川
G
愛知
L

M
大 阪
G
大 阪 高知
L L
岡 山
L
東 京
L
岐阜
M
栃 木 石 川

M
石 川
T

25

日
】

15 : 30-17 : 00

福 井
M
大 阪
M
沖縄
M
香川
M

に
い
‐

ル
Ｍ M
福 岡 滋賀
M

香 川
T
群馬
T
和歌山
T
宮城
T L
熊 本 高知
L
福井
L
愛知
L M

長 崎

11 : 30-13 : 00 T
熊 本
T
二 重 愛知
T

北海
T
長崎
G
石 川
T
香川
G
Ml 奈良
B

石 川
B

静 岡
M

石 川
B

13 : 30-14 : 30
M2 M6

L
岐阜
G
二 重 M3 児島

M
M5
L
岡 山
M
岐 阜 M4

北海道
L

27

ｎ
口

14 : 30-16: 00 L
長 崎 秋 田 1富 山
L IM

M7
L
二 重
L
山 口 香 川
L
宮城
L
M12 愛知
M

宮城
L

岡山
L
ヒ海道
L

8 : 00-9 : 30

9 : 30-11 : 00

Ｌ
「Ｉ

ｎ

岡
ｉ

長崎
L

LL
東 京 岐阜

秋 田
L

Ll
L

G

二 重

二 重

L
山 口

長崎
G

M15

香 川
L
香川
G

T
二 重 北海
T
石 川
T
T2

11 : 00-12 : 30 T
Fl

T
城 和歌山
T
Tl

B
奈良 Bl

12 : 30-14:00
M18 M191鰯 || B2

14 : 00-15 : 30
1ヽ28 M24 M25 M26 1ヽ27

28

日
】

4ヽ33 1ヽ34 M35 M36 M37
8 : 30-10: 00 T3

T4 T5 T6 4ヽ32

L12 L13 L14 B3 B4 B5 B6
10 : oO-12 :00

M40 M41

Ｏ

υ

，

一

ロ
ロ

L16 G7 G8
9 : 00-10 : 30

T7 T8 1ヽ44 M45 B8 L1530
日

二 重

L2

′ヽ130

1ヽ38

B

-21-

M42

１
■
■
（
―
．

二 重

12 : 00-14: 00

G

栃木
B

9 : 30-10 : 10

10 : 10-11 : 30

岡山
T

ｔ

　

一

ヵ

・

４

　

一

宮
―

一

熊 本

M29

L ll

12 : oO-14 : 00

B7

香 川
L



第 3練習会場 (中部中 ) 第 4練習会場 (市営体育館 )

2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

北海道
T
北海道

L
和歌山

L
和言IR山

M
新 潟

L
沖縄

M

北海道
B
北海道
G
北海道
M
和歌山
T
新 潟
M
沖縄
M

岡 山

T
岡山
B

北海道
B
北海道
T
北海道
M
北海道
L
北海道
G
和歌山
L

秋 田
L
熊本
L
熊本
M
熊本
T
群 馬
M
群 馬
T
福 島
1ヽ

青 森
M
新 潟
M
千 葉
1ヽ

和歌山
T
和歌山
M

愛知
M
長崎
G
長崎
M
長崎
B
広島
M
兵庫
M
栃 木

L
大分
M
滋 賀
M
京都
M
奈良
M
奈良
B
福 井

M

愛 知
T

埼玉
M
岩手
M
秋田
M M

山口

M
神奈川
M
徳 島
M
鳥取
M
東 京
M
茨城
M
山 サf′
M

岩 手
1ヽ

鳥取
M

千 葉
1ヽ

高知
M
徳 島
M

和歌山
M

山形
M
広島
M

新潟
M

二 重
G
岡 山

B
長崎
B

北海道
B
香川
B
山 形

G
東京
G
東京
L
大 阪
G
静 岡
G
北海道
G

北海道
M

愛知
B
大分
M
京都
M

佐賀
M

石 川
G
岡 山
G
栃 木
L
山 口

M
兵 庫
L
和歌山
L

二 重

B
石 川

M
M9 栃 木
B
香川
G
福島
M

M10 M ll 山 梨
M
富 山
L
M13 茨城
M

M14 神奈川
M

栃 木
L

富 山
L
兵庫
L

Gl 和歌山
L

石 川
G
岡 山

G
G2 大阪
G

栃木
B

M31

M16 M17 宮城
B

愛知
B

M20 M21 1ヽ22 M23

1ヽ39

M43

表ロエ
■
■日用吏″■〓

場〈〓習

ｏ

＼
線
以
外
の
空
欄
は
予
め
会
場
係
に
申
込
み
を
し
、
許
可
を
得
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。

０

県
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
記
号
は
、
そ
の
試
合
の
勝
者
を
示
す
。

ｏ

Ｍ
↓
成
年
男
子

（
一
般
）
　

Ｔ
↓
成
年
男
子

（教
員
）
　

Ｌ
↓
成
年
女
子
　
Ｂ
↓
少
年
男
子

6

山形
G

山 形
G

山 口

L

Ｇ
↓
少
年
女
子

富 山
G

１

■

岡山
M

崎

・

コ
″
Ｉ
一

５

宮城
B



男女総合 (天皇杯得点)成績採点表

バ ドミントン競技

―
・　
Ｎ
Ｎ
　
Ｉ
・

少年男子 少年女子 男女総合 (天皇杯得点)成績成年女子成 年 男 子

教員の部一般の部
種
別
得
点

順

　
　

位

種
別
得
点

種
別
得
点
合
計

男
女
総
合
順
位

競
技
得
点

種
別
優
勝
得
点

参
加
得
点 計

〈
ロ

順
　
　
位

部
得
点

順

　

位

部
得
点

部
得
点
合
計

順
　
　

位

種
別
得
点

順

　
　
位

種
別
得
点

種り1∫

得ぜi
順 位

順
　
位

北 海 道

2

3 岩   手

4

5 秋   田

6 山  形

7 福   島

8 茨  城

9 栃   本

10 群   馬

埼   玉

12 千   葉
13 一示東

14 神 奈 川

15 山  梨

16 新  潟

17 長   野

18 富   山

19 石  り|| ■|■

順
　
　

位

青  森

宮  城

11

匡

~~~¬

¬

|_ |  |  |
| |  |

L_L上 _
|  |  |
1 _■ __上 ___

|

「

「可
~~

「

~~~~~~¬

「

~~¬

L_」

[三[=]

| |
___L__劃

匡II



20 福   井 || | |

21 静   岡

22 甥鼈
・   矢日

23 重

24

25 滋   賀

26 京   都

27 大   阪

28 兵  庫

29

30 和 歌 山

31 鳥  取

32 島  根

33 岡   山

34

35 山   口

36 香  川

37 徳   島

38 愛   媛

39 昔同 矢:l

40 福   岡

41

42 長   崎

43 熊    本

44 大   分

45 宮  崎

46 鹿 児 島

47 沖   縄

岐   阜

奈   良

広   島

佐   賀

「

¬
~丁~丁~「

¬
l   l_ ■____■___■___」

「

~1~丁~丁
¬

l _上 ___上____■___~~丁~~~「~¬~~~

|  | |

|

¬



女子総合 (皇后杯得点)成績採点表

バ ドミントン競技

女 子 総 合 (皇后杯得点)成 績成 年 女 子 少 年 女 子

参
加
得
点

〈
ロ

計

順
　
　

位

種
'サ

ll

順位
得点

女
子
総
合
順
位

競
技
得
点

種
別
優
勝
得
点

順
　

　

位

種
別
得
点

種
別
得
点
合
計

順
　
　
位

種
別
得
点

淵:,こ |″ lil名

1

青   森2

3 岩   手

4 宮  城

秋   田5

6

7 福   島

8

9

茨  城

栃   木

10 群   馬

11 埼   玉

12 千   葉

東   京13

14 神 奈 川

15 山  梨

16 新   潟

17 長   野

富   山18

Rヽ 石   川

20

■ ■
―
‐
　
Ｎ
ω
　
ｌ
ｌ

福  井

北 海 道

山   形



雪

　

　

抑

硼

蜜

墨

鰹
　
　
書
ヽ

富
一　
　
岬

肛
　
　
却

雪
一　
　
暉

И
下
　
　
　
　
Ｗ
颯
―〈

金噸

　

　

墨

ロ

　

　

ヨ

〓
（　
　
畑

硼
　
　
輌
ヾ

懇

　

　

撃

口
К
　
　
延

口
　
　

撫

∃

話

早

孫
　
　
証
、

蜂

　
　
硼

ヨ

　

　

Ｅ

叫

　

　

督

肛
　

　

穏

論
　
　

■

墜

　
　

К

匡

寸
０
∝
寸
０
寸
卜
寸

∝
∝
０
∝
〇
寸
【
寸
い
ヽ
∞
゛

∞
¨
「
∞

∽
∞
卜
¨

∝
い
〇
［
Ｃ
∝
［
∝
Ｎ
∝

ヾ
い
じ
い
Ｃ
Ｏ
卜
［

［
Ｎ
∝
い

■
■
一

Ｅ
　
　
漁

一
〇

巨“
　
　
熱

じ
∝

一
　

　

一

――
――
巳

．
　

一

「

　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ



都道府県参加一覧表

プ

ロ

ツ
ク

県 名

監

　

　

督

成年男子

般
教
員

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

計

ブ
ロ
・ン

ク

県  名

監

　

　

督

,成年男子 成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子一

般

教

員

北
０
■
北海 道 5 3 3 3 3 3 20

4

4

8

8

4

4

12

8

4

4

12

4

4

4

4

8

16

8

8

16

20

8

近

畿

1 3 4

東

」し

青  森 3 京 都

岩  手 3 大  阪 2 3 3 8

富 城 4 3 ０

） 3 3 兵 庫 2 3 3 8

秋  田 2 3 奈  良 2 3 3 8

山 形 つ
一 3 3 和歌山 3 3 3 3 12

福 島 3
中

国

鳥 取 1 3

1 3

4

関

東

茨 城 3 島 根 4

栃  木 3 3 3 岡  山 5 3 3 20

群  馬 3 3 広 島 3

埼 玉 3 山  口 2

5

3 3 8

千 葉 3
四

香  川 3 3 3 3 3 20

3 3 3 3 徳 島 3 4

神奈川 3 愛 峨
|

3 4

山 梨 3 高  知 2 3 3 8

新 潟 1

1

3

九

ナト|

福  岡 3 4

長  野 3 佐 賀 3 4

富  山 2 3 3 長  崎 4 3 3 3 3 16

石  川 4 3 3 3 3 熊  本 3 3 3 3

福  井 2 3 3 大  分 3 4

東

海

静 岡 2 3 3 宮 崎 3 4

愛 知 4 3 3 3 3 鹿児島 3 4

重
Ｌ

） 3 3 3 3 3 沖 縄 1 3 4

岐 阜 2 3 3 参加総 計
|

95 141
|

|

30 54 30 30 380

- 24 -

計

滋  賀

3 4

3

3 3 33

42

東  京

北

　

　

信

　
　
越

|

__上_



参加チームー覧表 (監督 。選手名)

0は監督

番号 県 名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
教   員

1 北海道

0伊勢
ホ村

遠藤

大竹

武

敏男

好男

憲一

●石井

杉田

菅原

金田

仁

茂良

宏志

隆一

●西村 幸衛
高野美千子

児玉 都子
藤島 百子

。雑賀

吉田

三谷

広川

重二

茂徳

裕司

幸児

●大庭  弘
村山波留美

結城 則子
三本 澄江

2 青  森

●小山内信一

藤田  ;紳
浅利 龍徳
斎藤 和則

3 岩 手

●金原

鬼柳

高橋

高橋

良史

孝夫

道夫

利行 錫有 f3太

4 宮 城

●植野

山並

及川

渡辺

策千

正人

憲一

正喜

。長基■==種
渡辺 絋一
本戸 純一
自岩 良治

●古橋 政紀
渡辺 正栄
渡辺 典子
佐藤美紀子

5 秋  田

●高橋

本村

舟山

遠藤

吾郎

敬次

敏彦

昭夫

●経 華=書次
樋渡 満子
佐藤 厚子
三浦 佳子

担弓,)ヽ一

寺 .1.い =
",い
｀ C=7-

山 形

●郷野

高橋

吉住

吾妻

隆弘

信一

彰

正幸

¨レ■崚扶

松田 優子
小松 澄子
遠藤 幸子

7 福  島

●須藤

松崎

中島

矢仲

博

和朗

恵治

栄一

8 茨 城

●早川

村谷

和田

米沢

博

信之

講一

志郎

9 栃 木

●保田 誠一
三上 隆康
三村由岐男

黄倉 隆夫

。小塙 宏人
藤井由美子

沼能 久子
青木恵津子

●篠崎 一夫
市村  匡
鶴見富見雄

水野谷 厚

10

●正田

井上

稲村

千明

喜久

英夫

浩

博

。小池  裕
関  俊夫
今井 勇司
桐生台次郎

- 25 -

●菅原  保
橘川 光孝
沼沢  隆
宍戸 隆夫

6

群  馬



番 号 県 名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
舟支 教   員

11 埼 玉

0囁ヨロ里」我 :

菊地  正
尾崎 幹雄
飯野 佳孝

言為キ玲

12 千 葉

●河辺

田所

浜谷

小柳

満

光雄

安裕

博

東 京

●関  数夫
池田 信孝
栂野尾昌一

銭谷 欽治

●増田  稔
湯本 博恵
池田 美加
柴山 きよ子

●安里f

水野

徳永

f,育ヒ

智

昌子

順子

悦子

14 神奈川

●鈴木

小島

宮川

笠井

勝之
一平

秀樹

教行

15 山 梨

●岩下

秋山

窪田

小松

・雄

真男

恵三

茂仁

16 新 潟

0人里
捧

鈴木

大竹

俊一

勇

裕

豊

17

18

長 野

。船木

下島

小松

杉本

善司

修

茂樹

良洋

富 山

。中山

河村

今泉

米沢

邦夫

博之

勉

和男

●「場オす 11隕ツ台

塩崎 睦子
京田恵津子

遠藤 治美
●河原山晴夫 ●北方  匡
宮森 庄吉 石田ひとみ
酒井 直人 池田恵美子
坂本 宏志 石垣 輝子

19

●村西

松下

東

堂谷内

カ

茂樹

均

石  川

●中島 寿稽
原  栄一
長谷川 進
和田  修

20 福 井

●時

寺崎 由雄
近藤 孝晴
水上 誠二

パタ′ 祗 ●

…多田 慧子
中村 正枝
山本小夜子

ム本みた,み

21 静 岡

●滝

笠井

西島

井出

正孝

好美

知彦

裕雄

●皆川 詔子
栗田 素峨
山本美津子

小谷 理美

- 26 -
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番号 県 名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
旬七 教   員

22

0多賀
本間

谷口

松島

純一

順次

寛
F―レ
]● 4

●田中

平松

八神

平岩

章喜

孝孔

由一

友憲

●松島  保
宮内すみ子

布上 茂美
浦田由美子

●大島  寛
日比野仲治

松村  昌
福岡 滋之

23 重

0安田

増井

小林

山口

忠矩

孝夫

信行

香

●大世古吉弘

平田 欽也
西城  博
槙野 敏紀

0出 口 健正
山森 明美
水谷 純子
田中恵美子

貞夫

正義

友幸

敏男

●井坂  弘
谷口 元美
損野いく子

野崎 知花

24 岐 阜

。谷

森

河田

横山

亮

芳夫

満

滋

0国井
広沢

名和

多賀

裕

功子

和子

洋子

25 滋  賀

●沢

小嶋

脇坂

古川

長寿

清治

重之

正行

26 京 都

●入江

高木

永井

長崎

吉信

金次

博

久次

27 大  阪

。宝来

滝野

岩田

池田

敏夫

公一

昇

文昭

●片岡 輝明
植野恵美子

北村寿弥子

石川 好子

28 兵 庫

●土井

塩飽

平松

森田

弥一

初

重吉

幸男

●荻野 一夫
朝日 昌子
」ヒ村  秀子
野一色昭代

29 奈 良

●西野  勇
植田  寛
真壁 年一
濁ユ =昇夫 4v t2-

●谷口

吉岡

富田

田島

章

伸浩

章夫

裕司

30 和歌山

●瀬川

宇治

川村

森

禎彦

収

桂司

隆

●中西

森

門問

武藤

詳味

隆

幹夫

隆志

0山本
湯川

酒井

村崎

恭子

泰子

澄子

敦美

31 鳥 取

●佐々木義政

高真  広
本村 和夫
栗原 隆政

32 島 根

●孝コ彙==F霊
:

星野 忠男

山崎 定利
山蔭  栄

'コ
i表、二

- 27 -

愛 知

●水谷

浅沼

山西

小山



番
';

県 名
成 年 男 子

舟2
成年女子 少年男子 少年女子

33 岡  山

●虻江

藤原

芳上

松井

優

殉た

男

。柳本

二宅

岡本

小田

尭敏

月券

次郎

和文

●山上

石田

三田

藤原

周之

雅子

明美

敦子

●′jヽ原

平田

藤原

片岡

健 吾

重男

道弘

正之

。毛利

橋本

岡部

小山

清志

千春

五月

真弓

広 島

●曽根

矢野

南雲

田上

光夫

信夫

文彦

義美

35 山  口

●山県

末広

,可,黍

坂本

保夫

秀樹

忠夫

賢二

。二原 一郎
九山 富江
永田美登里

広田久美子

36 香 川

●平尾

日下

横田

辻本

正昭

昇

泰徳

義文

●藤本

山下

森

勢喜

孝彰

哲男

茂行

雅章

●小松

藤原

森田

永原

昭夫

和文

桂示

浩治

●増田

川東

山口

田所

照夫

秀美

豊子

静子

●秋山 隆城
松村 伸 [■
三島 敏弘
宮宇地 宏

●喜岡 恒雄
前川加代子

渋谷 茂子
金崎 美保

37 徳 島

38

●浜中  誠
戸井田 誠
竹内 洋雅
田中 政剛

39 高 知

●山本 邦彦
楠瀬美佐恵

田中 由美
長井 美枝

40 福 岡

●木下 一郎
吉原 悠一
野見山弘次

西本  孝

41 佐  賀

。本原

高柳

大坪

大束

逸夫

静夫

宣登

歳文

42 長 崎

●田中

中野

辻

松山

貞夫

和雄

優

!育

●平野

樋口

斉藤

関

勝也

省子

康子

京子

●樋口

森

森

渕 L

隆則

俊弘

昭一

竹見

●林  日召男
山田 京子
rI慮田 康子
銭田美江子

43 熊 本

●西田 寿明
高浜 道雄
工士 恭司
坂本美喜雄

0本郷
南

工藤

稲津

節生

直治

勇参

悟

●木村

弓削

斉藤

後藤

弘典

鈴子

君子

妙子

- 28 -

教   員

34

愛 城

●山本 忠幸
岡林  豊
松井 智治
田代  豊



番号 県 名
成 年 男 子

成年女子 少年男子 少年女子
カセ 教   員

44 大  分

。田中

春武

宮原

森

大也

俊一

秀三

裁美

46

宮 崎

●小倉

広田

徳永

大重

文雄

彰

英敏

裕美

鹿児島

●藤本

前薗

竹原

厚石

滋

俊哉

政和

博美

47 沖 縄

●屋比久 潔
比嘉 盛二
宮城 道雄
大山  基

大 会 の 注 意

1、 各競技、練習会場とも、運動ぐつは競技用と屋外用をはつきり区別すること。

2、 競技区域内には、競技者および役員以外は立ち入らないこと。

3、 会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4、 貴重品、その他の持物については、各自の責任において管理すること。

MEMO

- 29 -

45



過 去 の 栄 冠

◎第 4回  昭和 24年 東京 YMCA(個 人戦オープン )

順 位 位 位 位

一伊男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般 男子

複

__f広 田 敏 秀
界 昼
`藤 井 光 男

′国   淳 一神奈川1粘 場 芳 吉
コし__r佐  藤   保
→し砕理
`村 上 二 郎

一般女子

単
神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 塁 神奈,11 遠 藤 文 子

一般女子

複
“
_,,,f吉  田 とも子伸利 lt遠 藤 文 子|

神奈
'I

`′

l、

マ ‐
t中

林 歌 子
村 た き

ニ ニ f吉 沢 千 里
愛 知
l後 藤 範 子

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校,自鵬小学校,東桜小学校 (総合優勝神奈川県)

順 位
種 別

位 位 位

一般 男子

f広 田 敏 秀

苦 苦」藤 井 光 男ネ ロ
1小 宮 淳 宏
t山  田 康 久

神奈川

f岡   淳 一
1相 馬 万 吉

1大 谷 直 次

t松 本 武 道

北海道

f佐1 1藤    保
1村 上 二 郎

1葛 西 英 俊

t若 林   守

一般女子

r
l

神奈川 {
|

t

遠
′j、

荒

田

藤

林

川

とよ子

文 子
歌 子
とよ子

r

愛 知 {
|

t

水  谷
堀  江
保  田
伊与 田

鈴 子
綾  子
久 子
照 子

」し,毎i首

r伊 藤 絹 代

1安 藤   栄
1佐 賀 信 子
t片 岡 京 子

高校男子 北海道

f石  田   裕
1神 山 周 二

1大 塗 健 一

t島 中 卓 夫

f石  川| :光 男
書 勒」渡 辺 成 雄^バ¬大 竹 健 司
t野 口   勇

神奈川

f岡   道 明
1村 松 弘 喬
1江 井  実
t藤 井 昂 一

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東曇分校,同付附属小原校  (総合優勝 愛知県)

順 位

種 別
位 位 位

一般 男子

f広 口 敏 秀
東 京{岡   道 明
t山 田 康 久

r玉 越 忠 治

岐 阜 {大 竹 健 司
t大 野 和 彦

r藤 井 光 男

愛 知 {渡 辺 成 雄
t蟹   和 彦

北海道

「伊 藤 絹 代

{片 岡 京 子
t栗 原 澄 子

一般女子 愛

f堀 江 綾 子

知 {保 田 久 子
t伊与田 照 子

石

r登
川 {貝  原
t高  田

悦 子
まさえ

八重子

高校 男子

r鳳 部 安 治

愛 知 {野 口  勇
t之 松 健 一

石

f東   正 直
川 {西    貞 夫
t諸 江 秀 一

f後
崎={オ木

t田

藤 i裕八郎

金太郎

中 正 則
岐

- 30 -



◎第 7回 昭和″年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県 )

位順 位
種 別 位 位

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

石

神

葛

野

道海

田

山

西

坂

実
敏
茂
朗

章
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

京東一般 男子

秀

明

一
雄

敏

道

昂

秀

田

　

井

原

広

岡

藤

吉

神奈 川

一般女子

塗
　
田
倉

貝
登
高
米

まさえ
悦 子
八里子
衣 絵

7i

子
子
子
子

江知
成
京
京|

田 中
中 谷
生之瀬
小野寺

東  京

子

子

子

子根

綾

久

照

美

江

田

田

野

与

堀

保

伊

水

知愛

一
夫
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

石高校男子

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

一示東

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

男

司

明

貝」

神奈川

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

広  瀬
西 尾
小笠原

関|

兵  庫

藤

嵐

藤

藤

十

|

佐
五

斎
佐

照 子
弘 子
久美子
明

山  形高校女子

子

子

子

緑

代

良

美

光

川

野

田

島

大

竜

藤

中

◎第 8回 昭和 28年 香川県 善通寺体育館  (総合優勝 神奈川県 )

神奈川

川員イ立
種 別 位位 位

秀

豊

久

博

敏

　

順

田

治

崎

田|

広

佐
川
ホ多

神奈川

藤
諸
相
萩

男

一
郎
誠
一

光
秀
十

|

井

"|川

原

東  京

司
三
昭
郎太

健
竜
哲
金

竹
岡
羽

大

松

丹

林

阜岐一般 男子

原、 まさえ
悦  子

谷 須麿子
駒  ヤス子

r貝

,'|1量

t町

石一般女子

子
子
子
子
み

文
歌

と
智

r遠
|ガヽ

)荒
t/」ヽ

藤

林

川

野

神奈川

子

子

子

子

江

元
津
部
井

岡
柏
阿
荒

弘
貴
悦
重

北海道

敏

則

男

充

兼

方

竜

啓|

片 石
加  藤
長 谷川
井 桁

」ヒ海道

男
而
男

一

桂
直
幸
健|

江 尻
辻
半田外
岡 崎

石  川

啓

夫

彦

明

牧

利

弘

川

岡

井

藤

越

花

析

内

神奈川高校男子

高校女子

子
子
子
子

美富
京
範
幸

西

谷

佐

松

城

堀
津
藤
本

:・ :

子

子
　

子

誉

武

　
久

西

山

　

鍋

大

秋

　
真

香

子
子
子

子

代

良
光
美

澄

大  川
藤  田
竜  野
波 多野|

神奈川

◎第 9回  昭和 29年 北海道 札幌市  (総合優勝 愛知県 )

順 住
種 別 位 位 位

もと男―■

治

司

三

忠

健

竜

越

竹

岡

玉

大

松

阜岐

勇

治

夫

与

貞

口
部

熊

野

服

稲

知愛 富

水
谷
木

清
釣
荒

山

正

一
男久

友

亥

一般女子
子
子
子

美富
範
京

堀
藤
津

西

佐

谷

城宮

子
え
信

さ

悦
ま原

谷

澄
貝
渋

石

I

愛  知
保  田
伊与田

堀  江

子
子
子

久
照
綾

高校 男子

健

正

昭

広

雅

場

反

藤

豊

御

伊

知愛 石

信
三
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

富 沢 健 一

伊豆内   宏
渡 辺   潔|

愛  知

高校女子
子
子
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

島福
美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
三

山岡 愛

範 子
久美子
泰 子

沢
室
竹

大
大
大

知
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◎第 10回 昭和30年 神奈川県体育館 ,■見高女体育館 (総合優勝 神奈川県 )

順 位 位 位 位

一般 男子

秀
博
明

敏
　
道

田
田

広

杉

岡

神奈川|

司

三

弘

健

竜

竹

円

井

大

松

酒

阜岐
一　
男

満

久

友

亥

谷

木

木

釣

荒

高

山一昌

一般女子

子

子

信

桂

田

藤

武

伊福  島

子

子

子

みと

歌

良

川

林

川

荒

小

大

奈神

仁

子

子

久貴

悦

重

津

部

山

梅

阿

下

道海

高校 男子

一
英

一

栄

勝

順

井

島

岡野

永

北

小

京東

匡

功

彦喜外

方
　
　
谷

北

関

米

石

紀

房

至

仁

隆

田

垣

角

生

板

羽

形山

高校女子

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

山岡

子

節

子

功

　

静

木

津

丼

々佐

三

管

宮  城
子

代

子

豊

紙

怜

田

田

村

永

藤

藤

茉
日

◎第 ll回  昭和 31年 兵庫県 神戸 YMCA,生 田中学  (総合優勝 岡山県 )

順 位
種 別 位 位 位

一般 男子

一般女子

博

明

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐
神奈川

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

上

増

武

阪大 岡  山

志

一　
道

清

俊

利

利

田

原

毛

前

石

子

江

子

美貴

静

範

堀

寺

藤

野

西

小

佐
宮  城

子

子

子

文

節

政

野

日

本

友

権

光

山岡

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

庫兵

高校 男子

雄

智

之

好

　

裕

宮

村

藤

小

中

斎

神奈川

夫

徳

一

邦

正

竜

柳

桐

本

ツ
田

四

小

岩

道海

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鐘

形山

高校女子

工

子

子

ヌキ
桂
衣

井

上

下

横

井

山

乗
日

子

子

絢

桂

寿

林

田

岸

小

一Ｐ

根

山岡 宮  城
節
子
詩
英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

◎第 12回  昭和 32年 静岡県 富士宮体育館 ,富士高講堂  (総合優勝 神奈川県 )

順 位
種 別

位 位

雄

潔

三

文

　

俊

月

石

木

望

力

鈴

一示東

位

朗

博

男

芳
　
　
和

藤

田

倉

佐

杉

新

神奈川 北海道

夫

隆

爾

良

嘉

修

中

野

山

島

星

神

一般女子

工

子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

工

横

井

山

４
【

子

子

子

節

政

桂

日

本

林

権

光

小

山岡

子

子

子

良

歌

英

川

林

川

大

小

石

神奈川

高校 男子

高校女子

雄

智

勝

好

　

敏

富

村

木

小

中

鈴
神奈川|

夫

男

章

明

和

知

井

田

酒

村

堀

石

隆

祐

豊

英

野

脇

田

平

森

富

根島

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

子

子

子

喜

美

順

悠

富

田

田

田

有

長

松

石
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一般 男子

子

子

子

茂

　

ヤ

外

久

ツ

島

下

下

田

山

宮

香



種 別 位 位 位

一般 男子

r片
東 京 {越
t花

兼 敏
啓

牧  夫

石

川

岡

l   f杉 田  博
i神奈川 {佐 藤 芳 朗
l t佐 藤 昌 久

f高 谷 芳 弘
大 阪 {上 田 益 弘
レ松 王 清 志

一般女子
r横
′||{山

t田

井  キヌエ
下  久 子
島 外茂子

香
`

神奈川
1

′」ヽ  ホト
大 川
二 見

歌 子
良 子
文  子

`
岡 山

1

権
光
′」ヽ

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

高校 男子
森 義 弘
垣 善 憲
林   賢

r

山 形

1

金
板
イヽ

r鈴 木 幸 春
東 京 {宮 永 武 司
t貝  戸   肇

晃 一
高 円

り11 安 正

f森
奈 良 {榎
t中

高校女子
文  子
とみ子
和  子

r藤 本
川 {有  木
t福 本

洋  子
玲  子
桂  子

高 島
中 島
栂野尾

r

富 山
1

崎 紀久子
節 子

多 光 子
石

`

川

1

山

川

竹

◎第 14回 昭和 34年 東京都 足立 区体育館  (総合優勝 神奈川県 )

'嘲

ヨイ14
位 位 位

一般 男子
f佐 藤 芳 朗

神奈川 {佐  藤 昌 久
t関  口   潔

r新 田 正 治
川 {酒 井 治 夫
t村 田 和 男

石

f松 王 清 志
大 阪 {小 松 康 博

t′
jヽ  移ヽ     :責

一般女子
r大| ,II

神奈川 {二 見
t権 野

良  子
文  子
みや子

r横
サ||{山

t宮
香

井

下

川

キ ヌエ

久 子
ツ ヤ子

昌

f大 坪 あい子
山 {高 島 洋 子
t中 島 玲 子

教 員 男子 `オ

多  田     ・1摯
神奈
"|{山
 本   副
t石 原 義 治

f佐: 藤
阪 {宝 来
t北 野

大

茂 雄
敏 夫
敬四郎

田

"|田

東

f平
京 {市
t柳

登志郎
和 司
直 規

高校男子

r渡 部 紘 一
宮 城 〈堀 江 保 雄
t甲 斐 昭 宏

f竜 瀬 康 彦
北海道 {竹  中 将 光
t梅 木   聡

本  洋  彦
崎  恵 三
坂  拓  充

`

神奈川
l

山
岡
′
lヽ

高校女子

r蔵 本 文 子
川 {有 木 とみ子
t福 本 和 子「

静 `伊
 沢

岡 {志 村
t石 原

利 子
セツ子
待  子

r栂野尾
山〈橋
t酒 井

員

桂  子
美智子
美智子

◎第 15回 昭和35年 熊本県 菊地市体育館 (総合優勝 富山県 )

"1貢

f立

種 別 位 位 位

一般 男子
r永 井 栄 一

東 京 {北 島 克 英
t貝  戸   肇

r佐 藤 芳 朗
神奈川|{遠 藤 啓 治
t祗

'石
  動

昌

r荒
山 〈扇
t大

木  亥久男
沢 三 徳
野 幸 雄

一 般女子
`富山
t

高  島
中  島
栂野尾

洋 子
玲 子
桂 子

r脇 坂 チ エ
秋 田 {木 村 政 子
t横 山 満 子

志津江
利 子
セツ子

静

r野 村
岡 {伊 沢
t志 村

教 員男 子 石 `北
方

川 {河原山
t茂 藤

匡
晴 夫
寛
神奈川
f杉  田   博
{山 本   副
t石 原 義 治

f富 越 竜 三
秋 田 {脇 坂 安 隆
t鈴 木 裕 司

高校男 i
′

神奈川
1

恵 三
拓  充
敏  彦

岡 崎
′
Jヽ  1反
長 谷川

勝

勇

清

「佐1 藤
形 {出 沢
t高 橋

f横
{林
t森

井

山

彦
男

子
子
子

香

文

信

久

`阿
部   字

新 潟 {笠 原   淳
t伊 藤 洋 祐

高校女子
r橘
山 {酒 井
t平 田

美智子
美智子
敦 子

秋

f高 機 奉 子
田 {石 沢 七 子
(長 崎 文 子
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◎第 !6回  昭和 36年 秋田県 象潟町中学校体育館  (総合優勝 秋田県 )

順 位 位位位

神奈川

朗

三

治

芳

恵

啓

藤

崎

藤

佐

岡

遠
一般 男子

敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

京東

子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

木
横
高

田秋一般 女 子 `栂
野尾

山 〈橘
t酒  井

′,:

桂  子
美智子
美智子

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

{

|

隆

勇
板
出
北

宮
福
横

山 形

チ

秋 田

香  川

垣
沢
村

房
男
(1

川
井
井

ツヤ
知
文

F釜

,,1

、′:
教 員 男子

|

石  "|
北   方
河原山
江  尻

匡
夫
三

晴
圭

平
秋
早

∫
t

山  梨
田

山

川

勲
男
博

真
光
潔
治

富
　
直

村
浦
村

中
松
松

北海道

杉
岡
秋

田
田
山

神 奈

博
郎
彦
三敬
捷

高校 男子
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

潟新

子
江
子

紀
博
昭

木
野
山

高
天
影

岡静 秋

藤
山
門

伊
横
大

田
ｒ
ｉ
ｒ

津
　
モ

美
綾
モ

高校女子 山

弘
詔
淳

子
子
子

藤

原

ロ

笠

佐

小

矢

形

順 位 位

◎第 17回 昭和37年 同山県立倉敷青陸高等学校体育館 (総合優勝 東京都,富山県 )

・
ｙ位

男
豊
雄

忠
　
鎮

野
田
門

星
富
井

京東一般 男子

子
子
子

知
文
久

本
井

福
横
森

香

神奈川 愛

富  山

遠
鈴
岡

橘

酒

栂

藤
木
崎

井
尾

啓
敏
恵

美
美
梓

治
勝
三

子
子
子野

智

智

島
宮
川

英
雄

一

克
好
陽谷

北

小

長

知

日 l秋

秋  田
本
横
高

脇
鈴
真

村
山
橋

坂
木
崎

政
満
奉

安
裕
俊

子
子
子

隆
司
光

神奈′
田

山

田

杉

秋

岡

博
彦
郎三

捷
敬

匡

夫

三

晴

桂

川

山

尻

原

北

河

江
石

一般女子

教員男子

高校 男 F
征

夫

誠

一
孝

一

野

田
西
須
関

一示東
{

岡  山

奥
ｋ
，

奮

ｒ

し

谷
川
上

塚
放
村

国
　
義

―，

百
黎

昭
勇
明

子
枝
子

谷青  森新  潟

富  山

本
荒
阿

橘
室
河

田
川
野

崎
村

治
善

妙

光

和

務
男
紀

子
子
子

塚

門

瀬

大
大
間

田
シ
子
子
ヨ
ト
サ
幸

高校女子

位 位順 位

◎第 1駆コ 昭和 38年 山口県 下関市体育籠|(総合優勝 新潟県 )

位

男
豊
茂

忠
　
春

野
田
崎

星
富
山

根島
雄

憲

隆

好

善

整

宮

垣

熊

小

板

稲

知受
雄
司

一

鎮
武
栄

門
永

井
富
堺

一ネ東一般 男子

一般女子

子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋 昌

尾

井

崎

野栂

酒

室
山

子
子
子
智
桂
美
光

{

大  阪
大
」ヒ
片

占
野
岡

世 弘
郎
昨
四
吉
敬
輝

神奈川

|

田
横
森

杉
岡
秋

島
井

田
田
山

外
文
久

子
子
子

茂

博
郎
彦

ゴ
二

香  川

方
山
尻
原
北
河
江

石教員男子

」ヒ海道
{

福  島
林
久保 田

徳
守
男

智
　
和

夫
男
春

義
光

一

野
田
ロ

星
裏
樋

潟新高校男子

子
子
子

幸
裕
泰

森
田
田

高
高
村

関
中
古

後
茂
竹

村

屋

藤
沢
内

一
　

和

和
純
泰

誠
安
正

子
子
子

東 一示

新 ,8

{
栃  木

沢  和 子
本  昭  子
出 千代子

前
松
′ト

高校女 子
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種 別

|

秋

敬
捷

匡
夫
三

晴
桂

北海道



◎第 19回 昭和 39年 新潟県立三条高等学校体育館  (総合優勝 新潟県 )

順 位
種 別 位 位

一般 男子
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
界

一示東
雄
憲
昭

好
善
隆

宮
垣
后

小
板
岩

知愛 7i
治
男
力

正
和

田
田
田

新
村
沢

一般 女子
子
子
子

満
寿
文

山
橋
崎

横
高
長

井
島

横
田
森

子

子

子

文
外
久

香 秋 田茂 山支

子
江

子

紀
博
螢

木
野
后

高
天
岩

阜

教員男子
方

山

尻

原

北

河

江

一
司
夫

紘
　
俊

部
井
藤

渡
永
佐

潟新
匡
　
一二

夫晴
桂

石

田

田
山

杉
岡
秋

奈神
博
郎
彦
三敬
捷

高校男子
造
夫
毅

一

正
和

木
田
山

鈴
神
片

潟新
夫
修

一

芳
　
年

本
壁

森
橋
真

良奈
Π

`之̀
則

正
博
弘

野
野
林

立
盛
高

山

高校女子 栃

タ
コ

初

子
ョ
枝

カ木
島
田

植
大
武

木 新
泰
恵
ノヽ

子
子
子
美
重

内
本
野

竹
石
高

潟 秋

木
川
谷

々
　
賀

佐
中
加

田

|||;マイ●
種 別

一般男子

◎第20回  昭和40年 岐阜県 富田常口体育館  (総合優勝 岐阜県 )

愛  知

位

|

位● :

小 宮 好 雄
板 垣 善 意
長谷
"l 
敏 彦

昭
朗
顕

義
立

条
口
田

東
山
牟

一般女子
子
江
子

紀
博
康

木
野
田

高
天
高

阜岐

一一

一

司

六

一一栄
武
十

堺
官
田

横
森
加

永
上

丼

　

藤

子

子

子

文

久

和

東 一ふ

子
子
子

和
妙
泰

藤
崎
内

後
石
竹

潟新

教員男 チ 北海道
良
剛
志

茂
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◎第 21回  昭和 41年 大分県 日田林工高体育館  (総合優勝 新潟県 )
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◎第 22回  昭和 42年 埼玉県 越ヶ谷市立体育館  (総合優勝 香川県 )
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◎第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県 )
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◎第24回 昭和44年 長崎県 諫早市体育館,県立諫早高校体育館 (総合優勝 新潟県 )
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◎第25回 昭和45年 岩手県釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )
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◎第 26回  昭和 46年 和歌 山県湯浅中学校・耐久高校体育館  (総合優勝 新潟県 )
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◎第27回  昭和47年 太陽国体鹿児島県南高校体育館 (総合優勝 東京都 )
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◎第 28回 昭和 48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館  (総合優勝 東京都 )
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◎第29回 昭和49年 水 と緑のまこ・ころ国体 (総合優勝 東京都)
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18時頓インドのポンベー州プーナーに発生したこ
のゲームは,ブーナと呼ばれていたが,1"3年駐在
の英目士官によって英国に伝わり,グ ロセスターシ

ャー県下のポーフォート候の所領バドミントンで本

格的な競技となった。

パドミントンの名称はその所領名をとって名付け

られたものである。

′ヾドミントンの国際連盟 (略称 1・ B・ F)は
1934年ロンドンに本部を置いて創設され,現在50カ

国の加盟て成立している。

日本′`ドミントノ協会 (略称N・ B・ A)は昭和
21年 (1“6年 )に結成,23年 に日本体育協会,27年
1・ B・ Fに加盟して全国47都道府県に支部を持ち,
また学生,実業団,教議員の全国組織の3連盟を傘
下に置いて横の連絡が形成されて,競技人口の推定
は100万 人以上,選手の登録数も30,∞0人を数えて
いる。
パドミントンの世界選手権は,国別の団体戦で男
子 (ト マス杯)女子 (ユ ーバー杯)と も3年ことに
行なわれる。

1・ B・ F加盟国は男女とも米・欧・亜・豪亜の
プーンの内,何れかに出場して,その勝者を決定し,
4ゾーンの代表4ケ 国と選手権国が,イ ンタープー

ンで王座を争うンステムとなっている。

トマス杯は,第 3回 (1955年 )初参加,第 4回

(1958)に 出場,第 6回 (1964年 )東京大会にはア
メリカゾーン代表国として参加,第 7回 (1967年 )
ジャカルタ大会では

「
豪亜ゾー/代表国として,第

3位 となる。第 8回 (1970年 )第 9回 (1972年 )は
いずれも,ア ジアゾーノ東地区予選会決勝で借敗し

た。

ユーバー杯は,第 4回 (1966年 )ア シアゾーンに

初参加し,ア ジアゾーノ代表国として,ニ ュージー

ランド大会に進み,輝 く選手権国となった。第5回

(1969年 )東京大会では,初防衛に成功,第 6回

(1972年 )東京大会でも優勝, 3連覇し,女王の座
|こつも`ている。

個人の世界選手権はないが,1899年から始まって
いる全英バドミントン選手権大会 (ウ エンプレー)

はこれと同様にみなされている。

日本の参加は1963年,小宮好雄に始まり,1%6年
の男子単に秋山真男,1967年女子単に高木紀子,19
68年の女子複に天野博江,高木紀子組がそれぞれ準
優勝を遂げた。

1969年に湯木博江,1970年に竹中悦子,1972年は

中山 (旧姓高木)紀子がそれぞれ女子単を征覇,19
71年に中山紀子湯木博江組1972年,1973年連続して

竹中悦子,相沢マチ子組が女子複で優勝,1974年女

子単に湯木博江が再び優勝している。
N・ B・ A主催の年次大会は全日本総合 (個人),
全日本実業団 (団体・個人),全日本学生 (団体・

個人),全日本教口員 (団体・個人),全国高校
(団体・個人),全 日本社会人 (個人),全中学生
大会 (団体)の各選手権大会のほか,日民体育大会
バドミントン競技会の 8人会である。

団体は,一般男女,教員男子,高校男女の 5種別

で,ダブルス1,ソ ングルス2で編成して競技する
ことになっている。

競技の見方

バドミントンは,追羽根の連想から簡単な競技の

ように思われてきたが,今日では最近の国際競技実

績から広い範囲に理解されている。

この競技は強い脚力と筋力,内臓を必要とするス

ピード感にあムれたダイナミックなゲームである反

面,緻密な神経と日細な高度のテクニックを要する

興味深いもので,本競技の先進国では常に10,(Ю O人

以上の観衆を集める魅力がある。

また一方ではレクリエーンョンとして議でもどこ

でも手軽にキャッチボールのように楽しむことがで

きるのも今日の発展を呼んだ大きな原因である。

中央が1.524mの高さのネットをはさんでラケッ

トで約 59の ソャトルコックを打ち合う競技である.
がシャトルの飛び方 (フ ライト)はいろいろある。

主なものは高く打つハイクリヤー,ス マッシュ,

ドロップショット,ネ ットの攻め合いのネットフラ

イト (ヘ ヤピンショット)な どで,と りわけネット
|こ当って伝わるようなプレーがデリケートに応硼 さ

れるときはスリルさえ感じる。

相手の弱点を攻め,体力を消耗させて行くゲーム

なので逆モーションをとり,ま た鋭い予見で一瞬で

も早く防いてゲームを有利に進めていくのである。

選手達はラインやネットの上縁などギリギリの点

を攻め,ま た何十分の一秒の差を争うきびしい競技
のため,た えず細く気をくばり神経を張りつめてい

る。

喚声やぎわめき,写真のフラッシュなどは円滑な

競技の妨げになるから,競技を正しぐ見る観客とし
て十分な注意が必要である。

ミスに対して手を叩くようなことも慎しまなけれ

ばならない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を違り,風が入ら
ないよう:こ して人工光線で行なわれる。

元来が英国発生の競技なので,選手間においても
礼を失するようなことがあってはならない。

競 技 規 則

試合は単複 (混合)の 2種類で, 1試合 (マ ッチ)
は1ゲームが15ポ イント (女子単のみ11ポ イント)
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で 3ゲーム (2ゲーム先口R)

サープした方 (イ ンサィド)が■てば 1ポイント

が与えられてサービスを機け,レ ンープ側 (ア ウト

サイド)が鵬つと得点は変らずにサービスオーバー

となってアウトサイドはインサイドとなる。

但しダブルスの第 2イ ニングからはパートナーが

セカンドサーバーとなるので,2度のフォルトによ

リサービスサイドが変る。

主審は必ずインサイドの得点からコールするから

どちらが何点かすぐ判る。

パドミントンにはシュースはなく,セ ッティング

が行なわれる。各ゲームで13点オールか,14点 オ
ー

ルとなったとき追いつかれたサイドはセッティング

する権利を持つ。

セッティングしたときはカウントを一旦 0オ ール

にし改めて 5点 (13点オールのとさ)ま た3点 (14

点オールのとき)グームとして勝負する。

セッティングにアゲインはない。

記録は終了の点数,例えば18対 15,17対 14な どと

する。

女子単では10点 オールのとき2点, 9点オールの

とき3点のセッティングとなる。

主なフォルト (反則)は次の通りである。

1.ラ インクロス,フ ットフォルト

サービスのときにサー′`―やレシーバーがライ

ンをふんだり,ま たいだりしたとき (バートナ

ーはかまわない)

足をずらせたり,床から離したとき (一部でも

ついていればよい)。

2.オ ーバーウエスト,オ ーバーハンド

サービスで打たれる瞬国にシャトルがサ`パー

のウエストより高かったとき,ま たは,サ ービ

スでシャトルが打たれる瞬日にラケットの頭部

全体がそのラケットを持っているサーバーの手

全体よりも下にあることがはっきりと見分けら

れるまでシャフトが下方をさしていなかったと

き。

3.ア ウトなど
シャトルが相手のコートに入らなかったとき

(サ ービスは決められているサービスコート)。

ただし相手が打てば入ったことになる。自分の

コート (サ ービスコート)に落ちたシャトルを

打たなかったときや,シ ヤトルが自分の身体や

着衣に当った時。

4.ダブルタッチ, ドリブルなど
ンャトルを 1人が 2度以上打ったり,続いてパ

ートナーが打ったり,ホ ールディングしたとき。

5.オ ーパーザネット,タ ッチザネット,イ ンタ

ーフェアなど。

ラケットや身体がネットlこムれたり,相手側コ

ートに入ったり,相手を妨害したとき。フォル

トは主審が裁定する。

しかし,サービスについてはサービスジャンが,

ラインのイン,ア ウトは担当のラインズマンが設定

する。

この外,息切れや疲労回復のためプレ
ニをぐずぐ

ずさせることを禁止してあって,主審の許可なしに

コートを離れるとオミットされるからタオルは小さ

いものを身につけ,予備ラケットはつ―トサイドに

置くものなど選手は注意しなければならない。

¬

サイトラインのラレの

パ
ッ
ク

Ю
Ｏ
．∞

８
Ｎ
　

　

等
●

ウ
ン
グ
リ
ー
ラ
イ
ン

Ｏ
【
．じ ―

ビ
ス
ラ
イ
ン

シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン

0

一

■ 口
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

一

|||||||1雌鶉|||||

%多%%%%%%
l
■ロ グ〃″令

0.76 3.96

- 40 -

1.98

13.40

トラインC′ンク
'レ

0

ロ

ン

セ ン ン
不ヽ
　
ッ
　
・，

コ ー

Eコ
========コ

198 (ラ インの幅1却 .04m)



会   場   名 技

‐
２
６
４
０
）
６
′

む 籠 わ 公 会 ,
い晨市営 グラウ ンド

松阪工来高校グラウンド

松 瞑 市 含 綺 ● 場
松籠薔崚体0曽 ―グラウント

11  藪  薔  t  籠
機 巨 野 球 ■

式

・

彰表岳
¨
フ

山

ソ

ル

さ
，
　
ル
　
　
　
一撃

ｒ
ヽ
「

¨
　

　

ボ
■

Ｆ

、
麟
閾
‐

―

　
　

フ
　
●

［コ

．
．
　
　
ソ
喘
決

‐
・転
´̈
崎

卜

‐

、

校

フ
　
）
●
ド

一Ⅸ

ソ

０

パ

０

こ

麟

技

会

場

○

④
Ｏ
″
″

松販 L彙 出校体 脅館
in中 学腋〆ラウンド
第四″ヽ学校グラ

'′
|

第1小 学校グラウンド
カネぎウKKグ ラウンド
● II中 学 校体 青 鯰
第一小学校グラウン ド
十 小学核′ ,ウ ン ド

●二小学校グラ
'ン
ド

員わ街絆 KKグ ラウンド
久保中学1交 グラウンド

花疇小学校〆ヮウンド

中31'学 校体青館グラウンド

松 晨 市 言

“

青 麟
打

“

小学校グラウンド

ウ和 1l tグ ラウンド

相可高校グラウ ンド

●

習

会

場

松阪市競技会場 。練習会場案内図

口

道

0

C)競 技会場

CI練 習会 場

芳
杓
`1,

バ
　
′

野一”^

―
　
一

高κ
　
κ
　
ソ

`,

１
１
　
一
】
　
―
―

`]

●  ●  町
○はパ ドミントン競技

↑
`'0

ミヽ.,釣 41■
′:イ

詢
ンイ
ヽ

ヽ

町

“

跡

伊

,
櫛 |‖ 暉

②

牛

大

¨

①

"  
和  村 多  氣  ,

冷
）̈
，
‐ｏ
「
”

|
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バ ドミントン競技会場図 (松阪高校体育館)
―階平面図
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バ ドミントン競技会場図 (松阪高校体育館)三階平面図

二 階 平 面図

―
―
　
卜
一
　
１
１

遣  子 用  鶴

警  備  室

Ｌ

や

■

社 :t袢 イ

記録印刷室

R「

吹 抜

≦ と _≦と

観  覧

口::|“ :::::
lコ l‖

"::

●●|口■●●|●口■ロ

1111日 111

“

●:=

:::::::::

:‖l:l:!:

●1

/

＼

・ 般 観 覧 席



各都道府県選手団本部宿舎 (秋季)

都道
'rr県
名 宿  舎  名 所   在   地

電 :占

市外局番 嘔ケ千 番  号

北 海 道 見    館 度会郡二見可大字江569-1 059643 2003

青  森 松 阪 屋 吸 霞 園 537-10 os9643l 2007

岩   手 松 阪 屋 吸 霞 園 537-10 059643 2007

宮   城 鷹   野   館 537-10 059643 2014

秋   田 伊    勢   屋 537-20

2(69山   形 見  浦  島 059643 2166

福  島 紅   葉   館 537-8 059643 2006

茨  城 富 士 見 館 230-3 059643 2515

栃   木 11 章    館 537 059643 2175

10 群  .5 浜 千 代 館 059643 2050

11 崎  ■ 富 士 見 館 2∞-3 059643 2515

12 千  葉 い  ろ  |よ  館 537-22 059643 2024
13 東  京 ′|: 海 Ea :ErI*+l[T1349-r361 O s96 4 3 2046
11 神 奈 川 海   洋   楼 度会郡二見可大字江

“

6-4 059643 2221
15 山  梨 富 士 見 館 23)-3 059643 2515
16 新  潟 伊    勢   屋 537-20 059643 2008
1「 富  山 紅   葉   館 537-8 | 2006
lS 石  ,|: 浜 松 旅 館 2103
19 福  井 潮   香   苑 222-7 059643 2303

20 長  野 松 斬 570-3 059643 2019
21 岐  阜 潮   香   苑 222-7 059643 2303
22 静  岡 浜 千 代 館 537-26 059643 2050
23 愛   知 朝 [1 館 2001
24 重 寿 々 ボ 伊勢市宇治浦田町 117 05963 3049
25 滋  賀 岩 館′

' 度会郡二見可大字江566-9 059643 2122
26 京  都 海   洋   楼 5“-4 059643 2221
27 大  阪 松 新

5ob-4
2019
222128 兵  庫 海   洋   楼 059643

29 奈  良 松 祈 570-3 059643 2019
30'和 歌 山 見   館 5(X)一 11 059643 2003
31 鳥  取 大字松下1■9-136 059643 2046
32 島   根 大   石   屋 大学江 569-14 059643 2074
33 岡  山 太 田   館 ま37-8 059643 2025
34 広   島 臨 海 569-2 059643 2021
35 山   『 1 見 浜 231-5 059643 2062
3(, 徳  島 伊   勢   館 537-20 059643 2008
37 香  ′11 麻   野   館 537-10 059643 2014
38 愛  緩 大 石

浜 千 代 館

ま

'9-14
059643 2074

39 高  知 537-26 059643 2050
10 福  岡 オ| 戸    館 まも-9 059643 2122
il 佐  賀 潮   香   苑 222-7 059643 2303
42 長  || .毎 度会郡二見町大字松下l■9-1% 059643 2046
43 熊   本 麻   野   館 度会郡二見町大字江537-10 059643 2014
11 夫  分 人 石

海 洋 1姜

ま,9-14 059643 2074
15 宮  崎 ま,6-4 059643 2221
16 鷹 児 島 海   洋   楼 566-4 059643 2221
1「 沖   縄 海   洋   楼 まる-4 059643 2221
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競技団体本部役員及び都道府県別監督 。選手宿舎一覧表
宿舎

番号
宿   合   名 所   在   地

電 話

宿
‐ 泊 県 名 Ⅲ重   月」

市外局番局番1番号

69 松阪ビジネスホテル 松阪市石津町461の 1 1  0598

丁 0598松阪市立野町1365

競技役員 (県 外 )

56 松  阪 イ  ・ノ 26 7511 競技役員(県内 )

2 荒   木   屋 松阪市京町220 21 0596 石  '|1  県
成 男 (― )
蔵 男 (教 )
少   男

4 伊   勢   屋 松阪市茶与町54 0598 21 4900
1ヒ

岐

海

阜

道

県

成 女
少 女

成女

5 しヽ  館 松阪市殿町1228 0598 21 4877 宮  城  県
成 男
成 男

少

(

(

― )
教 )
男

6 梅 |「 松阪市五 十鈴町43 0598 21 04 0 1

栃

群

木   県

馬   県

成 男 (
少

成 男 (
成 男 (

)

9,

― )
教 )

7 金   華   園 松販市愛宕町 4の 1 0598 21 0387 北  海  道
成 男 (― )
成 男 (教 )
少  男

成 男 (― ,
成 男 (教 )
少   男

成 男 (― )
成 男 (教 )

9 敷   島   館 松阪市本町2091 0598 21 1637

愛

和

知   県

歌 山 県

16 丸 山 旅 館 松阪市新町900 0598 21 0760

岡  山  県

香  り|1  県

成 男 (― )
成 男 〈教 )
少  男

成 男 (

成 男 (
少

)

教 )
男

18 森   田   屋

永  楽  別  館

松阪市中町2054

松阪市春 日町 1の 30

0598

0598

21 0068

奈  良  県

熊  本  県

成
少
男 (― )
男

成 男〈― )
成 男(教 )

21 1785

東  京  都

岡  山  県

香  サ|1  県

和 歌 山 県

成

少
女
女

成
少

成

少

女

女

成  女

21 若   松   館 松阪市茶与町 2丁 目48の 3 21 5482

富  山
福  井

長  崎

栃  木

青, 1司

成 女

女

女
女

女

女

女

成

成
少

成

少

少

25 快   楽   亭 松阪市中町1849-2 02 22 二  重  県
成 男 (― )
成 男 (教 )
少   男

27
'|

松阪市日野町662 0598 21 2174

重  県

兵  庫  県

成
少

成

女
女

女
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宿舎

番号
宿   舎   名 所   在   地

電 話
宿 泊 県 名 種   別

市外局番局番 番号

29 t青 月 松阪市南町730 0598 21 1844

大 阪

ロ

知

本

田

城

形

府

県

県

県

山

高

熊

秋 県

官

山

県

県

少 女

女

女

女

女

女

女

成

成

成

成

成

少

30 鶴 八 松阪市垣鼻町849-2 0598 21 1406

知   県

貝

県

県

阪 府

崚 県

児 島 県

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )

39 協 進 旅 館 松阪市京町515の 6 0598 21 1380

1て 崎

分

官 崎

福 井

滋 貝

蔵 男 (― )
少  男

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )

40 殿   町   荘 松阪市殿町1280 0598 21 1814 愛  知  県 成  女

41 荒 井 旅 館 松阪市京町 1区 214 0598 26 4478

山

里「

阜

県

県

県

長

岐

成男(― )

成男(― )

成男(― )

42 き ら く 旅 館 松阪市京町 1区 16の 4 0598 51 4549

静

広

兵

岡   県

庫   県

成男(― )

成男(― )

成男(― )

56 松  阪 イ ン

|

松阪市立野町1365 0598 26 7511

山

徳

ロ

島

.鳥

島

青

秋

福

千

東

神

山

岩

茨

埼

新

取

根

田

島

葉

示 者

`川 県

梨

手 県

県

県

県

県

城

玉

潟

山 「
′

成男(―

成男(―

成男(―

成男(―

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )~証
剪′=ア |‐
I藪 =ア |~篇
募て=丁 |・
百敷 =う

~|

成男(― )

成男(― )

成男(― )

成男(― )
|

72 中部電カクラブハウス 松阪市春日町 3丁 目117の 1
|

0598 26 4246
京  都
沖  縄

府

県

成男(― )

成男(― )
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競技会場 。練習会場までの利用交通機関

競 技 会 場

1.ソ フ トボール

競 技 会 場 所  在  地 松阪駅よ
りの距離

利 用 交通 機 関
松阪駅より
の所,時間 下車・停留所

ド 車
徒 歩
時 間

松阪市殿町

1.539
1.lK

循環パス

路線バス
(松販市内線 )

内廻り5分
外廻り18分

5分

市営グラウンド前 1分

1分

松阪工業高校

グラウンド

松阪市殿町

1.417
1.6K
路線バス
(伊勢線 )

内
タト
廻り8分
廻り15分

10分

松エグラウンド入ロ
西       林

本居神社前

3分

3分

松阪高校

グラウンド

松販市垣鼻町

1,664
2.4K

循環バス

路線バス
(松阪市内線 )

内廻り15分
外廻り8分

9分

「

   .I: 1分

1分

2.バ ドミントン

競 技 会 場 所  在  地 松阪駅よ
りの距離

利 用 交通 機 関
松餃駅より

の所姜時間
ド車・停留所

ド 車
徒 歩
1キ 間

松阪高校体育館

松販市垣鼻可

1,664
2.4K

循環バス

路線バス
(松阪市内線 )

内廻
外廻
り15分
り8分

9分

松阪高校前

松阪高校前

1分

1分

3.自  転 車

競 技 会 場 所   在  地 松阪駅
よ

りの距離
利 用 交通 機 関

松阪駅より

の所要時間
ド車・停留所

下 車
徒 歩
時 間

松 阪 競 輪 場

松阪市春日可

3の 1

1.7K

循環バス 埼l廻 31:13
6分

永戸本材前
中電クラブハウス前 2分

3分路線バス
(松阪市内綾 )

春日町二町会

松阪精工KK前
松阪市小黒田町

地内

3.OK
贅鰻
′ヽ ス

南,皮浦贈凛) 10分 小黒田町

車

歩

間

歩
下
徒
時

松阪駅より
の,F要時間

下車・停留所松餃駅よ
りの距離

利用交通機 関所  在  地競 技 会 場

3分

5分13分 中部中学校前

24分  1松阪ハイツ前

松阪市立野町   5.5K
往復バス

路線バス

(飯市波瀬線 )

県営松阪球場

4.高 校野球

- 49 -

循環バス

松阪市営

グラウンド

松阪高校前

|

_L
11分



練 習 会 場 名 所   在   :地 松 販駅 よ 利用交通機関 松阪駅より
の所用時間

ド車・停留所
ド車掟
歩時

".1

相可高校

グラウンド

多気郡多気町相可

50
105K

路線バス
(大杉線r長島線 )
国鉄紀勢線

20う)

22う)

相   可

相1 可

10分

15分

久保中学校

グラウンド

松阪市垣鼻町

1812の 1
20K
循環バス

路線バス
(松阪市内線 )

内廻 り18分
外廻 り 5分

8分

桜木病院前

久保中学校前

5分

l分

鎌田中学校
グラウンド

松阪市鎌田町
444 1.OK 路線

(大

ノ` ,く
回線 )

6う〉 学校前 1分

第一小学校

グラウンド

松阪市殿町

1349
1.OK
循環バス

路線バス
(松阪市内線 )

内廻
外廻
り 4う}
り19う}

4分

市役所前

市役所前

1夕}

1分

第二小学校

グラウンド

松阪市垣鼻町

633
1.5K
循環バス

路線
(松

ノ` ラ(

阪市内線 )

内廻 り18分
タト廻 り 5分

8う)

桜木病院前

久保中学校前

3分

3分

第二小学校
グラウ ン ド

庄

５ O 1.3K 路線
松ヽ

′`ラく

敲市内線 )
川井町 2丁 日 5分

第四小学校
グラウンド

幸小学校

グラウン ド

松阪市鎌田町
435の 3

路練
(人

′`ラく
回線 )

6分 ・′校前 2分

松阪市殿町

1198
1.7K

循環 バス

路線バス
(伊勢線 )

り 8
り15

10

分
分

分

松エグラウンド人口
西      林

本居神社前

5分

2分

捕水小学校

グラウンド

松阪市豊原町

1120
6.OK

路題バス
(松阪 ‐鳥羽線 )

近鉄線

13分 構i 田 1分

2分

花岡小学校
グラウンド

松阪市大黒田町
762の 3 3.OK

路線バス
(人杉線■長島線 )

10`) 駅 部 1」 5分

勢和山荘
グラウンド

多気郡勢和~ドオf
出江
21.OK 路線

(′
｀
1

′ヽス
生線 )

1時間 3分 出江ロ 5分

興和紡KK

グラウンド
松阪市

'日

鼻町 0.9K
循環バス

路線バス
(松阪市内線 )

内廻
タト殖ロ
り20分
り 3う)

5分

■111「「

垣 鼻町

10分

2分

カネボウKK

グラウンド
松阪市川井町 1.7K

循環 バス

路線
(松

′ヽ ラく
阪市内練 )

内廻 り 5分
外廻 り18分

7分

市営 グラウンド前

鎌紡前

10分

1分

1 . ソフ トボール

2. ノ` トミントン

練 習 会 :場 名 所   在   地 松 阪駅 よ′,(,つ ,E曲佳
利用 交通 機 関 松阪駅 より

の所 要時間
下車・停留所

|'1

松阪工彙高校

体育館

松餃市殿町

1417

.循
環 バス

|

内廻 り 8分
外廻 り15分

10`〉

16K I
路線バス
(伊勢線 )

松
西
エグラウンド入ロ
________昼 __
本居神社前

5う)

3分

松阪市営体育館 松阪市 ′ヽ野町

松阪市立野町
1344

5.5K 路線(飯
バラく
南波瀬線 ) 13う) 中部中学校前 5分

中部中学
体
†交
育館

殿町中学校

体育館

松阪市殿町

1508
1.6K

練 習 会 場 名
松阪駅 よ

りの距 離
利 用 交通 機 関

松阪駅 より
の所用時間 下車・停留所

ド颯徒

歩時 間
中部中学校
グラウンド 3

所   在 在 地
町

４ 5.5K 13分
ス

|●
中部中学校前 5分

3.硬 式 野 球

- 50 -
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国体関係電話番号一覧表

名   称 設 置 場 所 電 話 番 号 備 考

松 阪 市 役 所

(五階 )

実

総

宿

競

施

施

7白

本

輪

部

務

送

技

設

26-3555
26-3556
26-3557
26-3558
26-3559

10月 23日 -10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

10月 23日 -10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

松 阪 駅 前 受 付 案 内

総        務

輸 送 セ ン タ ー

26-3580
26-3581
26-3582
26-3583

|

10月 23日 ～10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

10月 23日 ～10月 31日

松 阪 駅 東 受 付 案 内 52-0021 10月 23日 -10月 31日

競 技 会 場

(松阪高校体育館 )

受

言己

総

本

イ寸

録

案

報

内

道

務

部

26-3818
26-3819
26-3820
26-3821

10月 25日 ～10月 3)日

10月 25日 ～10月 30日

10月 25日 ～10月 30日

10月 25日 ～10月 30日

練 習 会 場 松 阪 工 業 高 校

殿 町 中 学 校

中 部 中 学 校

松 阪 市 営 体 育 館

21-5313
21-0463
21-0462
26-7155

交 通 機 関 近 鉄 タ ク シ

松 阪 タ ク シ

tAE[: v 7 ? 2:z -
三 交 タ ク シ ー

カ ネ 七 タ ク シ

マ ル コ タ ク シ

か ゆ み タ ク シ

21-5543
51-5537
51-7112
21-0517
21-3282
21-5551
21-7043
59-0006
0598(多 気局 )
8-2075
059807(大石局 )127

国 鉄 松 阪 駅

近 鉄 松 阪 駅

二重交通バスターミナル

21-5653
51-5216
21-4754

官  公  署 松 阪 市 役 所

松 阪 警 察 署

松 阪 消 防 署

23-4111
51-1500
21-6446

- 52 -

|

|

|



緊 急 医療施 設 一 覧 表

救急指定病院

電   話

51-2626

松阪市殿町 1550

済生会松阪総合病院

↑

診 療 科 名医 療 機 関 名

sEHEIl Ers-6 ]e
松 阪 市 民 病 院

51-5252中 央 総 合 病 院 鎌田町145 全

21-5522南町443～ 4 内、外、眼、小、産婦桜 ホ 病 院 本 院

21-5521新座町1108 外、放、内桜 木 病 院

21-5533外、整外、内、小垣鼻町1610志  村  病  院

日曜診療施設

日曜歯科診療施設

夜間歯科診療施設

電   話診 療 科 名所  在  地医 療 機 関 名

23-1364
松阪市休日応急診療所 内、小松阪市殿町1340～ 1

電   話診 療 科 名医 療 機 関 名 所  在  地

21-2399

21-6044歯

松阪市大黒田町2"岡 田 歯 科 医 院 ||:i

五 |‐鈴町71

春 |」 町82

杉 山 歯 科 医 院

川 合 歯 科 医 院

歯

電   話
医 療 機 関 名

21-2399松阪市大黒田町2舵 歯

診 療 科 名所  在  地

岡 田 歯 科 医 院

- 53 -

23-1515

所  在  地

|                 |~~~「~~~~~~~~~~~~~~T~~~

斗

21-1688



松阪市内医療機関一覧表

(多気町、飯南町、勢和村含む)

医 療 機 関 名 所   在   地 診 療 科 名 電   話

尾   医
林   医

尾小 児科 内 科 医

水   医
田  1眼

崎 耳鼻 咽 喉 科 医

本 内 科 診 療 所
屋産婦人科小児科内科

立 南 勢 病 院
阪 厚 生 病 院

中井眼 科 ク リ ニ ッ タ

畷

人
　
　
人

医
　
療

医

咽
内

婦

病

病

医

医

婦
外

科

病

眼

‐

鼻
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カアルトン・ニュートーナメントのスカートは

回転します。この為、よリシャトルコックに回転

がつき、安定した飛翔状態、耐久性、飛距離が

一段とレベルアップ。RSL水鳥球とほとんど

変りません。ニュートーナメントは世界のカアル

トンの代表選手。感触をおためし下さい。

IBF公認球

ニュートーナメント(試合球 ) |イ回¥280

インターナショナル(試合球)一 1個 ¥220

ナイロンクラブ(練習球 ) |イ回¥200

シャトルの回転が良くなり、飛棚性能が安定した。

打球音が水鳥ンャトルとそっくり。

頭部をPVC硬質発泡にして
飛翔性能を高めた。

総代理店 メトロレジャー株式会社
`:uo)
会
=ビ
1

〒 101東京都千代口区外や口56-4TEL(03)8338661(代 ,

スカートの綱目が複雑になり.広がりを大きくした

腰のバネが強くなった。

′ ′

う́ .タ

シャトルコックのターンオーパ(返り)が速くなった

―

―

‐

‐

‐

′

トルコックは回転する。

シャトルコックのバランスが良くなり、ショートサープや

ネットプレー時に於ける性能が著るヒく向上した。

ヽ

ンヤ
他に追従を許さぬニュートーナメントの′惑触。



あなたの素晴らしいブレーで,輝かしい勝利をからとろう
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ラケットエ彙株式
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床にフィットする
カワサキ
オリジナルシューズ
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スインシャフトが生みだす、鋭さと格調の高さ。 世界に旋風を送りこむパワーラケット.

トマス杯ユーバー杯で活躍する世界の名品。
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今や

数々の名選手が愛 し

育てて くれた

フ ァス ト ゴール ド
耐久力も

飛行力も バツグンです
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全国大会使用球

フアスト印シャトルコック

製造発売元

有限会社ジ ャ ワ 商 会
営業所 山形市六日町 7-28 電話0236(33)0333番 代
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スマッ潔ュ。/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコックが

時速270kmのスピードで、相手コートにたたきつ

けられる。日にもとまうぬスマッシュ。今や噂の

ラケット、プラッキー。その絨pでは、ョネックス

が初めて可能にLた、極細の特殊ステンレスシャ

フト.ぐ んと細身で、普通より長目ですから、ま
るでムチのように打つ瞬間、鋭利にしなりまi
息をのむ反発力です。そのうぇ、特殊合金フレー

ムの強さがプラスされ、切れ味のよい攻撃力。あそ

こでここで、プラックパワーと恐れられています。

N08100 BLACKEN

●
■
Ｕ

a No.8t00 7, /+- ¥5′ 50〔

時li衷270物の

円丁可面
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33埼く本体〉これなら 1人で運べる

1」: ロヒ
不ソ切 り能 力 15A-32A(%B～ 1,イ B)

電  動  機 特殊 シリースモーター450W(%Hz)
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下
ス 寸 法 |
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515(L)× 285(W,
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バ イブマ ンン 黒豹  50
基金松 阪 鉄 工 所
松阪商事林六合祓

ハイフマンン 黒豹  80
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営業品目

MCC

モ  ン キ レ  ン  ‐ナ

名古こ営彙所

,口 円 営 業 所

広 島 奮 彙 所

高 ,公 営 擦 所

富 山 誉 彙 所

仙 台 管 Ⅲ 所

オt颯 営 姜 所
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竹の持つ材質としての良さが、バ ドミント
ンのプレーに良 く合 う― ―ここに着日したゴ

ーセンでは、長い研究の成果 を、このラケッ

ト 〈ハイ・トーマス〉に注ぎました。
発売と同時に話題 を独占 したこのハイ・トー
マスの特長は ――

☆竹と木の合板による強力なフレーム .
★竹の良さと細 くて長いテーパーシャフ トに

よる反授力が抜群。
☆フレームが薄 く、竹独特の強さを持ち、振
りがシャープで、すばゃい動作ができる。
☆ガ ット張 り上 り後のラケッ トの変形が無い

☆反撥音が良 く、ソフ トグリップが手によく
なしみます。
バ ドミントンのとんなプレーにも、威力を

発揮するバ ンブーラケットくハィ・トーマス〉で

あなたも思 う存分に打ちまくって ください^

■弾力性が格段に優れてtヽ ます。

ロステンレスワイヤーつきで長時間ゆる

みがこずに1け久性 も′ヾツグンです。

■防湿性は完 IE。湿気や水に強さを発揮 .

■ガット特有の匂ヽヽを取 り去 り、甘い番

りをつけました(香水入 り)。
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